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月
定
例
会
は
、

月

日
か
ら

日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

１２

１２

１０

２１

１２

初
日
の
市
長
報
告
で
は
、
新
た
な
企
業
の
立
地
と
し
て
、
物
流
企
業
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

を
展
開
す
る
企
業
と
の
立
地
協
定
、
ま
た
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
住
宅
再
建
希
望
登

録
集
計
結
果
、
片
岸
・
鵜
住
居
・
嬉
石
松
原
・
平
田
地
区
の
都
市
計
画
区
域
の
決
定
、
鵜
住
居

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
か
ら
の
検
証
結
果
報
告
書
の
提
出
な
ど

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
か
ら
は

名
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
震
災
か
ら
の
復
興
や
防
災
に
関
す
る
質
問
な
ど

１８

１０

を
行
い
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

件
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可

１９

決
、
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
、
議
員
提
出
議
案
２
件
に
つ
い

て
提
案
理
由
の
説
明
を
本
会
議
場
で
行
い
、
そ
の
後
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ののののののののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概

月
定
例
会
の
概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２

大
型
補
正
予
算
を
可

大
型
補
正
予
算
を
可
決決

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
５
４
４
億
円
ほ

ど
で
、
総
額
で
１
５
４
２
億
円
ほ

ど
と
な
り
ま
す
。

市
の
通
常
予
算
は
多
く
て
も
年

間
２
０
０
億
円
前
後
で
す
か
ら
、

補
正
だ
け
で
も
２
倍
以
上
の
予
算

と
な
り
ま
す
し
、
総
額
で
１
５
０

０
億
円
台
の
予
算
が
組
ま
れ
た
の

も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

昨
年
の
大
震
災
で
当
市
は
、
２１

地
区
で
大
き
な
被
害
を
被
る
中
、

昨
年
の

月
に
復
興
ま
ち
づ
く
り

１２

基
本
計
画
を
策
定
し
、
現
在
、
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
実
施
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

伴
う
国
か
ら
の
復
興
交
付
金
が
今

年
度
４
次
に
わ
た
っ
て
交
付
さ
れ
、

大
型
の
補
正
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。補

正
予
算
の
審
議
で
は
、
か
ま

い
し
未
来
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

新
庁
舎
建
設
、
職
員
不
足
等
に
議

論
が
集
中
し
ま
し
た
が
、
予
算
は

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

災
害
危
険
区
域

災
害
危
険
区
域
にに

関
す
る
条

関
す
る
条
例例

市
民
の
住
ま
い
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
て
も
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
と
同

規
模
の
津
波
が
再
来
し
た
場
合
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に
、
災

害
危
険
区
域
指
定
し
、
居
住
の
用

に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
を
制
限

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区

域
で
あ
っ
て
も
、
土
地
利
用
の
観

点
か
ら
建
築
物
の
建
築
を
許
容
す

る
地
区
も
設
定
す
る
こ
と
、
詳
細

な
区
域
の
設
定
は
、
住
民
と
協
議

の
上
、
土
地
利
用
計
画
の
確
定
後
、

市
長
の
告
示
に
よ
り
行
う
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
条
例
は
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

■
「
放
射
能
を
海
に
流
さ
な
い
こ

と
」
と
す
る
法
律
、
放
射
能
海
洋

放
出
規
制
法
（
仮
称
）
の
法
律
制

定
を
求
め
る
請
願

※
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▼
「
空
襲
被
害
者
等
援
護
法
（
仮

称
）の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

に
関
す
る
陳
情

▼
岩
手
県
の
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
現
物
給
付
の
導
入
を
求

め
る
陳
情

▼
「
福
祉
灯
油
」
の
早
期
実
施
を

求
め
る
陳
情

※
こ
れ
ら
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
に
お
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

定例会最終日に行った
議員提出議案の提案理由説明

議
会
の
動
き

請
願
・
陳
情

かまいし市議会だより
第１３１号１１

１１月７日から９日の日程で、
岐阜県関市、東京都国分寺市
を視察しました。
関市では、自然災害時や火

災などの緊急事態時の関係者
の移動、資材運搬、現地対策
本部施設、消防団員の福利厚
生施設などとして利用する防
災バスを視察しました。この
バスは、平常時は市民の防災
意識の向上のための研修・視
察等に活用することを目的に、
平成２０年度に１８５０万円で整備
されています。また、関市で
は職員だけの消防団も結成さ
れ、緊急時には備え付けの消
防車両で駆けつける体制で日
常の業務についているとのこ
とです。

関市で防災バスを視察

１１月１４日から１６日の日程で、
新潟県の阿賀野市、加茂市、
三条市を視察しました。
阿賀野市は、水中運動が介

護予防・健康増進に効果的で
あるため、プールを利用して
の運動教室を実施し、市民の
健康寿命の延伸を目的とした
事業を行っていました。

阿賀野市の運動教室を視察

１１月２６日は釜石商工会議所
との意見交換会、２９日には北
上市内で行われた、釜石港コ
ンテナ航路セミナーに参加し
ました。
商工会議所との意見交換会

では、岩手県の第５次公募中
のグループ補助金について、
これまでの申請等の状況、今
後の課題の説明を受けました。
既に認定されたグループは、
復興事業計画進捗状況や補助
金の使途について検査を受け
ることになるので計画に沿っ
た事業の展開に注意を払わな
ければならないとのことです。
議員からは、グループの構

成員がそれぞれの得意分野で
復興を果たしつつ、相乗効果
でグループ内や地域の復興に
結びつける必要がある、など
の発言がありました。

コンテナ航路セミナー

常任委員会活動報常任委員会活動報告告
総総 務務 経経 済済民民 生生

釜石港湾振興協議会主催で
行われたセミナーでは、新た
に釜石港において内航フィー
ダーサービスを始める船社の
プレゼンテーション、岩手県
県土整備部による港湾の復興
に向けた講演を聴きました。

日本一の福祉水準を目指す
加茂市は、市内の循環バスの
運行や温泉施設、介護関係施
設の多くを直営で運営してい
ます。また、ヘルパー派遣手
数料無料化制度など、多くの
福祉施策を展開しています。
ただ、ヘルパーの人員確保に
ついては厳しい状況になって
きているとのことです。
三条市は、市の組織の見直

し（縦割り行政→連携）を行
い、支援を必要とする子供、
若者らが、幼児から自立・就
労に至るまで、個々に応じた
切れ目のない支援体制をつく
るシステムを整備しています。

国分寺市では、公共調達条
例による低価格競争に歯止め
をかける仕組みを視察しまし
た。説明では、基本的には積
算単価は自治体でつくれるは
ずで、公契約条例をやってい
く難しさはあるが、覚悟をし
て取り組んでいるとのことで
す。

委 員 長 赤 崎 光 男
副委員長 木 村 琳 藏
委 員 合 田 良 雄

古 川 愛 明
小 鯖 利 弘
松 坂 喜 史

委 員 長 菅 原 規 夫
副委員長 菊 池 秀 明
委 員 細 田 孝 子

菊 池 孝
佐々木 義 昭
水 野 昭 利
佐々木 透

委 員 長 坂 本 良 子
副委員長 遠 藤 幸 徳
委 員 平 野 弘 之

和 田 松 男
川 崎 勇 一
山 﨑 長 栄
海老原 正 人
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平成２４年１０月から１１月までにおける東日本
大震災復興対策特別委員会の開催概要を報告
します。

１０月２５日(木)、岩手県より科学・ものづく
り振興課総括課長と沿岸広域振興局土木部長
を招き、①三陸復興・海洋エネルギー導入調
査事業、②釜石市内の津波対策についての説
明を受けました。
海洋エネルギー導入事業に関する質疑の中

で、洋上風力発電（浮体式）の岩手県の方向
性としては、沖合２㌔前後の場所を想定して
いること、当市をエネルギー事業を展開する
有力な地域と捉えているとの答弁を受けまし
た。
市内の津波対策については、県事業で施工

される水門、防潮堤の復旧計画の説明を受け
ました。説明では、新たに鵜住居川と甲子川
に水門が設置される計画となり、鵜住居片岸
海岸、水海海岸、釜石港須賀地区・大平地区、
唐丹小白浜海岸それぞれの復旧による防潮堤
の構想が示されました。

１１月２１日(水)、復興の進捗状況として、①
住宅再建の希望登録集計結果、②釜石未来の
まちプロジェクト、③地域包括ケアを考える
懇話会、④地権者連絡会の実施概要、⑤個別
面談会の実施概要、⑥復興まちづくり事業に
係るＣＭ（コンストラクションマネージメン
ト）方式の導入、⑦東部地区復興まちづくり
の進捗状況の７項目について説明を受けまし
た。
主な質疑として、東部地区や鵜住居地区は

復興公営住宅が足りない状況と思うが、当局
はどのような認識なのかとの問いに対し、意
向調査時点で情報が不足していたために災害
公営住宅希望が多くなったと分析しているが、
結果を基に、今後、地権者会議やワーク
ショップを開き戸数も精査していきたいとの
答弁がありました。また、戸建ての復興住宅
の希望があれば対処するのかとの確認に対し
ては、土地の余裕があれば可能性はあるが、
公営住宅に早く入れるようスピードと土地の
確保との両睨みで検討していくとの答弁があ
りました。

東日本大震災復興対策特別委東日本大震災復興対策特別委員員会会

議
員
全
員
協
議

議
員
全
員
協
議
会会

月

日（
水
）、
復
興
ま
ち

１１

２１

づ
く
り
基
本
計
画
に
お
け
る
実

施
計
画
と
、
中
期
財
政
見
通
し

の
２
点
に
つ
い
て
当
局
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

の
実
施
計
画
は
、
平
成

～
２５

２７

年
度
ま
で
の
計
画
で
、
全
体
の

事
業
数
２
１
０
件
、
事
業
費
９

４
４
億
円
と
し
、
そ
の
う
ち
計

画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
Ａ
評
価

事
業
は
１
０
３
件
、
１
３
９
億

円
と
し
て
い
ま
す
。

質
疑
で
は
、
陰
多
重
防
御
と

い
う
観
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の

復
旧
・
復
興
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
、
隠
高
齢
者
等
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
理
由
は
、

韻
最
近
の
入
札
で
の
不
調
に
関

す
る
実
態
と
、
人
件
費
と
資
材

の
高
騰
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
、

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
虚
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
で
は
、
防
潮
堤
が
で

き
れ
ば
十
分
対
応
で
き
る
と
い

う
考
え
方
で
、
国
道
の
線
形
を

変
え
て
Ｊ
Ｒ
よ
り
若
干
上
が
る

形
で
計
画
し
て
し
て
お
り
、
積

極
的
に
２
線
提
と
い
う
形
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
、
許

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し

は
、
今
後
、
仮
設
住
宅
の
集
約

が
進
め
ば
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
距
土
木
舗
装
や
港
湾

関
係
の
工
事
は
順
調
だ
が
、
建

築
等
で
技
術
者
の
確
保
が
難
し

く
、
一
部
不
調
が
あ
る
。
資
材
、

人
件
費
の
高
騰
で
、
今
後
、
事

業
費
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
事
務
レ
ベ
ル
で
は

あ
る
が
復
興
庁
に
対
し
措
置
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
国
と

し
て
も
価
格
高
騰
に
つ
い
て
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

中
期
財
政
見
通
し
で
は
、
計

画
期
間
を
平
成

～

年
度
ま

２４

２８

で
の
５
カ
年
と
し
、

年
度
の

２４

決
算
を
１
５
６
３
億
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
数
年
間

は
財
政
的
な
見
通
し
が
不
明
確

で
は
あ
る
が
、
復
興
交
付
金
、

現
行
の
支
援
策
を
活
用
し
、
復

興
事
業
の
推
進
と
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

かまいし市議会だより
第１３１号３

条 例 関 係
■釜石市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除
に関する条例
・復興産業集積区域内で認定復興推進計画に定められた事
業の施設・設備を新設・増設した者の固定資産税の課税
免除に関し必要な事項を定めるもの。

■釜石市景観条例
・市民、事業者、行政の協働により、地域の特性を生かし
た良好な景観形成と保全を図るもの。

■釜石市災害危険区域に関する条例
・「定例会の概要」を参照。
■釜石市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正
・地方自治法の改正に伴い、名称を政務活動費とし、また、
政務活動費の透明性を高めようとするもの。

予 算 関 係
■一般会計補正予算（第６号）の専決処分
・２７００万円増額。総額９９７億４３００万円。
・衆議院議員選挙経費。
■一般会計補正予算（第７号）
・５４４億４４００万円増額。総額１５４１億８７００万円。
・かまいし未来のまちプロジェクト経費１６２０万円、福祉灯
油購入費助成事業３千万円、漁港施設機能強化事業２４億
３５００万円、防災拠点駐車場整備事業２２００万円など。

■国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・２億７９０１万３千円増額。総額５６億１２４３万１千円。
■後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
・４２３万９千円増額。総額４億３３９７万５千円。
■介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
□保険事業勘定
・２億１５８２万９千円増額。総額３９億１２３６万円。
□介護サービス事業勘定
・１８８万６千円増額。総額３７７３万４千円。

議 決 議 案
■農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
・１４０万円増額。総額４５４６万７千円。

一 般 議 案
■白浜（釜石）漁港災害復旧工事の変更請負契約の締結に
関する専決処分の報告
・２９５万円増額。総額１億６６５１万円。
■財産の無償貸付けについての専決処分（２件）
・大只越・平田・鈴子・新浜町地区の仮設施設を引き続き
被災事業者に無償で貸付けするものなど。

■鵜住居雨水ポンプ場の災害復旧事業に係る建設工事の委
託に関する協定の締結
・地方共同法人日本下水道事業団との協定金額６億６９３８万円。
■岩手国体施設改修工事の変更請負契約の締結
・４７１８万円増額。総額２億４６５８万円。
■釜石市中村郷土芸能どんがた館の指定管理者の指定
・指定管理者：中村・青の木郷土振興会。
■新浜町地区荷捌き施設整備（建築主体）工事の変更請負
契約の締結に関する専決処分
・３２３万円減額。総額１億６１２３万円。
■上中島町仮設団地内の立木の倒木被害に係る損害賠償事
件に関する専決処分
・損害賠償の額１８万７５８円。

人 事 案 件
■人権擁護委員候補者の推薦
・任期満了により、新たに佐々木八重子さんを推薦するこ
とに同意。

議 員 提 出 議 案
■釜石市議会委員会条例の一部を改正
・地方自治法の改正に伴い、これまで委員の選任方法、在
任期間等、法律で定めていた事項を条例で規定すること
が可能となるもの。

■釜石市議会会議規則の一部を改正
・地方自治法の改正に伴い、これまで委員会に限られてい
た公聴会の開催及び参考人の招致等が本会議でも可能と
なるものなど。

※金額については、一部千円以下切り捨てで掲載

月
１１７

・
総
務
常
任
委
員
会
（
～
９
日
）

視
（
岐
阜
県
関
市
、
東
京
都
国
分

寺
市
）

・
岩
手
県
市
議
会
議
員
研
修
会

１２
・
議
会
運
営
委
員
会

１３
・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
民
生
常
任
委
員
会
（
～

日
）

１４

１６

視
（
新
潟
県
阿
賀
野
市
･
加
茂
市

･
三
条
市
）

・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
理
事
会

１９
・
議
員
全
員
協
議
会

２１
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
経
済
常
任
委
員
会

２６
視
（
商
工
会
議
所
）

・
経
済
常
任
委
員
会

２９
視
（
コ
ン
テ
ナ
航
路
セ
ミ
ナ
ー
）

月
１２３

・
議
会
運
営
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

７
・
議
会
運
営
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・

月
定
例
会
（
～

日
）

１０

１２

２１

・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

・
総
務
常
任
委
員
会

１８

協
（
請
願
審
査
）

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
民
生
常
任
委
員
会

協

１９
・
経
済
常
任
委
員
会

協

・
議
会
運
営
委
員
会

２０
・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２５
・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２６
・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２８※
協
…
協
議
事
項

視
…
視
察
研
修

議 決 議 案議 決 議 案
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こ
と
か
ら
、「
災
害
に
強
い
都
市

づ
く
り
と
地
域
経
済
の
再
建
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
目
標
と
し
、

災
害
時
の
電
源
確
保
や
長
期
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
実
現
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

な
ど
、
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
の

確
保
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
を
生
か

す
産
業
の
創
出
を
目
指
し
、
岩
手

県
が
事
業
主
体
の
三
陸
復
興
・
海

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
調
査
事
業
と

連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

三
陸
地
域
の
復
旧
・
復
興
は
も
と

よ
り
、
国
際
的
・
総
合
的
な
海
洋

研
究
拠
点
を
形
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

議
員

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
実
験
海
域
に

係
る
事
業
を
取
り
上
げ
た
背
景
は
何
か
。

市
長

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
直
接

的
な
被
害
の
ほ
か
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
機
能
が
完
全
に
停
止
し
、
市
民

生
活
に
大
き
な
障
害
と
不
安
を
も
た
ら
し
た

ク
ト
と
し
て
、
海
洋
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
証
実
験
海
域
を
釜
石
沖

に
設
定
し
、
国
際
的
な
研
究
機
関

や
関
連
産
業
の
集
積
、
交
流
人
口

増
加
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出

を
期
待
で
き
る
ほ
か
、
洋
上
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
あ
る
景
観
を
観

光
資
源
と
し
て
期
待
で
き
る
。

議
員

昭
和

年
以
来
の
２
巡
目

４５

の
開
催
と
な
る
、
平
成

年
開
会

２８

の
岩
手
国
体
を
釜
石
市
と
し
て
い

か
に
と
ら
え
向
き
合
っ
て
い
く
の

か
。

教
育
長

岩
手
県
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
復
興
が
本
格
的
に
進
む
平

成

年
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

２８

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
大
会
の
充
実
・
活
性

化
と
大
会
運
営
の
簡
素
化
・
合
理

化
と
い
う
国
体
改
革
の
趣
旨
も
踏

ま
え
、
先
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
新
し
い
岩
手
国
体
」
と
し
、
手

作
り
の
国
体
と
し
て
開
催
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
釜
石
市
に
お
い
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
し
て
勝

敗
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
復
興
の

形
が
次
第
に
見
え
つ
つ
あ
る
中
で

「
復
興
の
力
と
な
る
国
体
」
と
捉

え
、
あ
り
の
ま
ま
の
釜
石
の
姿
を

市
民
総
参
加
で
全
国
に
向
け
て
伝

え
た
い
。

に
即
し
た
対
応
を
進
め
て
い
く
。

議
員

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

議
員

当
市
の
健

康
推
進
事
業
に
は

一
定
の
評
価
を
す

る
も
の
だ
が
、
震

災
後
の
健
康
づ
く

り
の
現
状
と
課
題

は
。

市
長

震
災
後
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
、
住
環
境

の
悪
化
が
原
因
で
生
活
不
活
発
病

や
う
つ
等
の
精
神
疾
患
の
方
が
増

加
し
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
例
か
ら
も
本
格
的
な
復
興
期

を
迎
え
、
今
後
ま
す
ま
す
健
康
課

題
は
増
す
と
認
識
し
て
い
る
。
震

災
で
公
共
施
設
等
が
減
少
し
た
こ

と
か
ら
、
が
ん
検
診
や
成
人
健
診

等
の
会
場
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
震
災
後
の
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
だ
が
、
医
師
会
や
市
内
関
係

団
体
、
各
地
域
、
震
災
を
契
機
に

支
援
団
体
と
連
携
し
、
復
興
状
況

保健福祉センター

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
誘
致
す
る
狙
い
は

研
究
機
関
の
集
積
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

民
政
ク
ラ
ブ

遠
藤
幸
徳

海

盛

会

菅
原
規
夫

市の重要な責務と認識
健康寿命延伸の取り組みは

部
長

①
健
康
的
な
生
活
習
慣
づ

く
り
、
②
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

生
涯
学
習
の
連
携
、
③
心
の
健
康
、

の
３
点
等
に
よ
っ
て
、
疾
病
予
防

や
健
康
増
進
、
介
護
予
防
等
を
通

し
て
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ

と
は
市
の
重
要
な
責
務
と
認
識
し

て
い
る
。

議
員

平
均
寿
命
と
平
均
介
護
期

間
の
現
状
は
。

部
長

平
成

年
の
当
市
の
平
均

１７

寿
命
は
、
男
性

・
０
歳
、
女
性

７６

・
６
歳
で
、
今
年
公
表
さ
れ
た

８４資
料
で
の
平
均
介
護
期
間
の
県
平

均
は
、
男
性
９・
１
年
、
女
性
・１２

７
年
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

先
進
市
の
「
平
均
介
護
等

の
期
間
」
は
、
男
性
２
・
８
年
、

女
性
６
・
０
年
と
な
っ
て
お
り
、

男
性
・
女
性
と
も
に
健
康
寿
命
が

７
年
も
伸
び
て
い
る
。
こ
う
し
た

実
態
か
ら
も
健
康
推
進
課
だ
け
に

市
民
の
健
康
を
任
せ
ず
に
、
総
合

政
策
課
の
中
で
も
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
向
上

を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

市
長

市
民
の
健
康
づ
く
り
は
、

時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
。
市

全
体
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。

■
文
責
・
質
問
議
員
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１２ 月
定例会

補
正
予

補
正
予
算算
のの
審
議
審
議
か
ら
か
ら

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

災
害
応
援
・
復
興
対
応
職

員
の
不
足
に
つ
い
て
、
釜
石

の
状
況
は
ど
う
か
。

問

平
成

年
４
月
１
日
現
在

２５

で
、
予
測
さ
れ
る
職
員
不
足

は

人
だ
。
そ
の
う
ち
、
県
か
ら

５６名
、
岐
阜
県
市
長
会
か
ら
５
名

１６の
派
遣
が
決
定
し
て
い
る
が
、
不

足
数
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
派
遣

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
各
自
治

体
に
、
総
務
省
を
通
じ
て
引
き
続

き
の
派
遣
を
お
願
い
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
市
で
も
新
規
採
用
職
員

や
任
期
付
き
職
員
の
採
用
を
行
い
、

職
員
数
の
充
足
に
努
め
た
い
。
現

在
の
派
遣
職
員
は
、
自
治
体

名
、

３７

国
３
名
、
民
間
３
名
、
ほ
か
１
名

だ
。 答

か
ま
い
し
未
来
の
ま
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
の
業
者
選
定
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

問

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

市
、
関
係
者
、
復
興
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
に
よ
る
共
通
の
考
え
方
の

も
と
、
主
要
な
建
築
物
に
関
し
て

は
、
設
計
や
計
画
に
当
た
る
パ
ー

ト
ナ
ー
を
全
国
か
ら
広
く
募
る
こ

と
な
ど
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
全
国
か
ら
広
く
提
案

を
受
け
、
関
係
者
間
で
公
開
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
課
題
解

決
を
含
む
優
れ
た
施
設
設
計
が
で

き
る
こ
と
だ
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
課

題
解
決
も
行
う
た
め
、
入
り
口
で

の
議
論
が
難
航
す
る
こ
と
で
あ
る
。

答

コ
ン
ビ
ニ
納
税

コ
ン
ビ
ニ
で
の
税
納
付
が

始
ま
る
が
、
対
象
と
な
る
税

と
、
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
。

問

平
成

年
度
は
軽
自
動
車

２５

税
、

年
度
か
ら
固
定
資
産

２６

税
、
市
・
県
民
税
、
国
保
税
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
納
付

答

復
興
の
ス
ピ
ー
ド

市
庁
舎
建
設
基
金
に

億
１０

円
を
積
み
立
て
、
建
設
位
置

を
明
示
す
る
こ
と
で
、
東
部
地
区

の
復
興
が
進
む
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
復
興
が
予
定
よ
り
遅
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
。

問

庁
舎
を
ど
こ
に
建
て
る
か

は
震
災
後
の
大
き
な
テ
ー
マ

だ
っ
た
。
現
在
の
庁
舎
前
に
決
め

て
、
周
り
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

復
興
の
遅
れ
は
、
土
地
の
価
格
、

答

被
災
者
の
住
宅
再
建

現
在
、
被
災
者
は
災
害
復

興
住
宅
に
入
居
す
る
の
か
、

自
立
再
建
す
る
の
か
な
ど
大
変
悩

ん
で
い
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
に

民
間
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
情
報

入
手
や
連
携
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
行
政
の
被

災
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
は
。

問

行
政
は
復
興
住
宅
に
つ
い

て
、
民
間
の
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
民
間
と
の
連
携
を
図
り
、
被

災
者
の
生
活
再
建
に
手
厚
く
、
き

め
細
か
く
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
。

答

農
畜
産
物
の

放
射
性
物
質
被
害
対
策

９
月
補
正
に
引
き
続
き
実

施
し
よ
う
と
す
る
放
射
性
物

質
被
害
対
策
事
業
の
概
要
は
。

問

市
内
の
シ
イ
タ
ケ
生
産
者

が
保
有
す
る
ほ
だ
木
を
一
時

保
管
し
処
分
す
る
予
定
だ
。
年
明

け
に
事
業
委
託
先
を
決
定
し
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
着
手
し
た
い
。

答

農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
事
業
で
整
備
す
る
嬉
石
の

防
潮
堤
と
地
盤
沈
下
し
た
漁
港
と

の
関
係
は
。
ま
た
、
嬉
石
漁
港
に

通
じ
る
直
角
道
路
部
分
を
直
線
に

変
更
で
き
な
い
か
。

問

も
と
も
と
防
潮
堤
の
な

か
っ
た
釜
石
警
察
署
跡
と
嬉

石
漁
港
の
間
に
整
備
す
る
も
の
で
、

防
潮
堤
の
構
造
や
位
置
を
決
定
す

る
た
め
の
設
計
委
託
を
す
る
。
同

漁
港
に
は
ワ
カ
メ
業
者
が
数
人
い

る
こ
と
か
ら
、
地
盤
沈
下
対
策
と

し
て
作
業
用
地
の
一
部
を
か
さ
上

げ
し
て
対
応
し
て
い
る
。
漁
港
へ

の
出
入
り
に
は
甲
子
川
と
の
間
に

※
陸
閘
を
設
置
す
る
が
、
道
路
部

分
に
つ
い
て
は
、
防
潮
堤
の
位
置
、

構
造
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

答

和
山
、
楢
ノ
木
平
の
両
牧

場
に
お
け
る
放
牧
事
業
、
産

地
直
売
施
設
に
お
け
る
被
害
状
況

問

牧
草
地
の
放
射
能
汚
染
に

よ
る
利
用
自
粛
、
公
共
牧
場

の
放
牧
の
一
部
制
限
等
に
よ
り
大

き
な
影
響
が
出
て
お
り
、
関
係
機

関
が
連
携
し
代
替
牧
草
の
確
保
や
、

牧
草
地
の
除
染
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
産
直
は
野
生
キ
ノ
コ
と
山
菜

の
一
部
が
出
荷
規
制
さ
れ
て
い
る

が
、
損
害
額
の
算
定
が
で
き
な
い

で
い
る
。

答

造
成
等
の
理
由
に
よ
る
。
住
民
合

意
を
前
提
に
進
め
て
お
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
復
興
を
進
め

て
い
き
た
い
。

に
つ
い
て
は
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
で

あ
れ
ば
可
能
だ
。

と
そ
の
対
策
は
。

復
興
交
付
金
基
金

復
興
交
付
金
を
積
み
立
て

る
た
め
の
復
興
交
付
金
基
金

の
制
度
は
、
平
成

年
度
末
ま
で

２７

と
な
っ
て
い
る
が
、

年
度
以
降

２８

の
復
興
交
付
金
の
見
通
し
は
。

問

年
度
以
降
に
つ
い
て
は

２８
見
え
て
い
な
い
状
況
だ
。
土

地
区
画
整
理
事
業
や
下
水
道
事
業

な
ど

年
度
以
降
も
継
続
す
る
事

２８

業
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
に
対
し
制
度
の
継
続
や
新
設
を

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

答

※陸閘(りっこう)：防潮堤などにある、通行用の開口部のゲート（防潮扉）

り
っ
こ
う
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つ
な
が
っ
た
。
市
の
責
任
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
か

ら
「
市
は
責
任
の
在
り
方
を
明
確

に
す
べ
き
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
市
と
し
て
の
責
任
、
組
織
と

し
て
の
責
任
の
在
り
方
に
つ
い
て

追
求
し
て
い
き
た
い
。

議
員

月
５
日
、
遺
族
連
絡
会

１２

の
報
告
が
あ
っ
た
中
で
、
市
は
防

災
セ
ン
タ
ー
の
犠
牲
者
数
に
つ
い

に
努
め
た
い
。

が
問
わ
れ
る
。
今
回
の
調
査
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長

い
じ
め
件
数
に
差
が
あ

る
の
は
、
い
じ
め
と
認
知
す
る
判

断
が
難
し
い
こ
と
の
表
れ
だ
と
考

え
て
い
る
。

議
員

い
じ
め
へ
の
対
応
と
し
て
、

教
師
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
が
、

当
市
で
は
教
師
の
教
育
環
境
が
い

じ
め
に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
。

教
育
長

教
師
が
会
議
等
で
学
校

を
離
れ
る
こ
と
へ
の
配
慮
、
提
出

物
や
報
告
な
ど
事
務
的
な
こ
と
も
、

期
限
に
余
裕
を
持
た
せ
る
な
ど
、

子
ど
も
達
に
関
わ
る
時
間
を
確
保

で
き
る
よ
う
な
教
育
環
境
の
整
備

だ
が
具
体
的
な
場
所
と
規
模
は
。

教
育
次
長

前
の
消
防
署
と
青
葉

議
員

市
税
に
つ

い
て
、
震
災
前
と

震
災
後
と
比
較
し

て
ど
う
か
。

部
長

固
定
資
産

税
の
津
波
区
域
の

課
税
免
除
と
個
人

市
民
税
の
被
災
者

に
対
す
る
減
免
に
よ
り
約

億
円

１１

の
減
収
と
な
っ
た
。

議
員

免
除
・
減
免
に
対
し
て
財

政
支
援
が
あ
る
か
。
そ
の
額
は
。

課
長

地
方
交
付
税
の
交
付
対
象

と
な
る
。

億
円
を
基
本
的
な
地

１１

方
税
収
と
し
た
場
合
、

％
の
８

７５

億
２
千
万
円
が
基
準
財
政
収
入
額

に
算
入
さ
れ
、
交
付
さ
れ
る
。

議
員

市
民
文
化
会
館
建
設
の
財

源
は
。

教
育
長

文
部
科
学
省
の
災
害
復

旧
費
で
、
移
転
新
築
を
行
う
よ
う

国
等
と
調
整
中
。

議
員

建
設
場
所
は
、
大
町
の
商

業
集
積
エ
リ
ア
を
想
定
と
の
こ
と

て
、
ど
の
よ
う
な
結
論
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

副
市
長

市
と
し
て
、
防
災
セ
ン

タ
ー
内
で
の
犠
牲
者

名
、
防
災

６９

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
収
容
、
防
災

セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
た
情
報
が
あ

る
犠
牲
者

名
、
遺
体
が
収
容
さ

２７

れ
な
い
も
の
の
、
避
難
し
た
情
報

の
あ
る
方

名
、
合
計
で
１
２
９

３３

名
と
推
計
し
て
い
る
。

議
員

滋
賀
県
大
津
市
の
自
殺
問

題
を
受
け
、
文
科
省
に
よ
る
い
じ

め
緊
急
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
各

県
で
い
じ
め
の
実
態
に
大
き
な
差

が
出
た
こ
と
は
、
調
査
結
果
が
ど

こ
ま
で
実
態
を
反
映
し
て
い
る
か

１
２
９
名
と
推
計
し
て
い
る

防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
犠
牲
者
数
は

菊 池 孝
日本共産党議員団

議
員

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
明
治
三
陸
津
波
の
浸
水

区
域
で
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
不
適
当
だ
っ
た
が
、
市
は
訓
練

の
と
き
の
避
難
場
所
と
し
て
活
用

し
、
地
元
住
民
の
多
く
が
一
時
避

民
政
ク
ラ
ブ

水
野
昭
利

大町の商業集積エリアに
市民文化会館の移転新築場所は

難
所
と
誤
解
し

て
い
た
こ
と
が

多
く
の
犠
牲
者

を
出
す
こ
と
に

学校生活などの相談に応じる教育相談室

移転が検討されている市民文化会館

通
り
の
間
で
、
県
道
の
南
側
。
規

模
は
現
会
館
は
座
席
が
１
２
０
０

席
あ
り
イ
ベ
ン
ト
等
で
満
席
に
な

る
の
は
年
１
回
か
２
回
程
度
な
の

で
、
新
し
い
会
館
は
現
会
館
よ
り

小
規
模
を
計
画
し
て
い
る
が
、
今

後
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員

新
市
庁
舎
の
建
設
場
所
を

現
庁
舎
付
近
の
区
域
で
計
画
し
て

い
る
が
事
業
の
手
法
、
財
源
は
。

部
長

今
後
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
従
来
型

リ
ー
ス
の
各
方
式
等
、
具
体
的
な

手
法
を
検
討
す
る
。
財
源
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
建
設
事
業
費
が
決

定
し
て
い
な
い
が
、
現
時
点
で
は

地
方
債
、
庁
舎
建
設
基
金
等
を
見

込
ん
で
い
る
。

議
員

平
成

年
度
以
前
は
、
庁

２３

舎
建
設
は
、
建
設
費
の
半
分
の
基

金
積
み
立
て
が
必
要
で
あ
っ
た
が
。

課
長

平
成

年
度
か
ら
地
方
債

２３

の
充
当
率
の
簡
素
化
に
よ
り
、
標

準
面
積
及
び
標
準
単
価
等
に
基
づ

く
事
業
費
の
取
り
扱
い
が
廃
止
さ

れ
、
庁
舎
整
備
事
業
の
充
当
率
が

％
に
な
っ
た
の
で
積
立
金
の
半

７５分
は
必
要
な
く
な
っ
た
。
従
来
、

事
業
費

億
円
と
試
算
し
て
い
た

４０

が
、
そ
の
場
合
、
地
方
債

億
円
、

３０

基
金
積
立
金

億
円
で
建
設
可
能
。

１０

議
員

月
補
正
後
の
積
立
金
は
。

１２

課
長

億
５
千
万
円
。

１５

（教育センター内）
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作
業
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
経

験
者
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
防
災

の
見
地
、
心
理
学
の
観
点
、
法
的

議
員

防
災
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、

市
全
体
で
の
検
証

と
今
回
の
検
証
で

二
つ
の
団
体
で
の

検
証
結
果
の
報
告

を
受
け
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
の
第
三
者
委
員
会
と
思
う
。
第

三
者
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
体
制
、

専
門
的
な
方
々
を
人
選
し
、
運
営
、

検
証
な
さ
れ
る
の
か
。

市
長

第
三
者
有
識
者
委
員
に
よ

る
検
証
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
検
討
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
が
、

設
置
に
当
た
っ
て
は
、
被
災
者
遺

族
の
連
絡
会
の
意
向
を
十
分
に
反

映
し
た
検
証
組
織
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
近
々
中
に
被
災

者
遺
族
の
連
絡
会
の
皆
様
と
情
報

交
換
を
行
う
予
定
に
あ
る
。
設
置

す
る
検
証
委
員
会
の
構
成
と
し
て

は
、
一
般
的
に
は
、
過
去
に
検
証

な
思
考
、
多
角
的
な
方
向
か
ら
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
専
門
的
な

方
々
と
、
他
の
地
域
の
行
政
職
員
、

被
災
者
遺
族
、
自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
て
い
る
町
内
会
の
方
々
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
検
証
委
員

会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
防
災
危

機
管
理
課
が
事
務
局
と
し
て
対
応

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
常
に
、

被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
検
証
委
員
会
の
検

証
作
業
が
順
調
に
進
展
す
る
よ
う

協
力
体
制
を
と
り
た
い
。

議
員

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
以
上
の
、
さ

ら
に
強
固
な
具
体
策
を
持
っ
て
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

時
間
の
経
過
と
と
も
に
変

化
し
て
い
く
被
災
者
の
皆
様
の
心

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
長

期
的
視
点
に
立
っ
た
相
談
支
援
体

制
を
整
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
現

在
、
関
係
部
局
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
の
皆

様
を
対
象
と
し
た
精
神
科
医
師
や

臨
床
心
理
士
な
ど
の
心
の
ケ
ア
の

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
の
開
催
を

考
え
て
い
る
ほ
か
、
随
時
、
心
の

相
談
会
の
開
催
や
相
談
窓
口
の
設

置
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い

く
。

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
進
学

を
希
望
す
る
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
、
無
利
子
で
貸
付
を
す
る
入

学
準
備
金
貸
付
制
度
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
当
市
で
も

制
度
を
創
設
し
、
支
援
を
し
て
は
。

教
育
長

現
行
制
度
で
は
、
目
的

が
異
な
る
た
め
、
実
施
は
難
し
く
、

制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
創
設
す
る
と
な
れ
ば
財
政

面
で
の
課
題
が
出
て
く
る
。

議
員

制
度
の
創
設
に
は
、
財
政

面
の
課
題
が
生
じ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
担
当
課
の
所
見
は
。

部
長

将
来
的
に
わ
た
る
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
と
い
う
こ
と
も
含

議
員

長
年
、
実
施
し
て
い
る
育

英
会
奨
学
金
は
、
申
し
込
み
時
期

が
年
１
回
で
あ
り
、
年
度
途
中
で

の
借
り
入
れ
が
で
き
な
い
。
経
済

の
低
迷
に
よ
り
、
教
育
へ
の
資
金

繰
り
に
悩
む
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

申
し
込
み
を
随

時
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
如
何

か
。

め
て
検
討
に
値
す
る
要
素
が
あ
り
、

そ
う
い
う
部
分
で
の
支
援
は
必
要

か
と
考
え
て
い
る
。

学生ボランティアによる冬休み寺子屋事業

再
募
集
を
検
討
し
た
い

教
育
長

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

例
年
２
月
に
市
内
の
中
学
校
・
高

校
や
市
広
報
誌
等
を
通
じ
て
募
集

し
、
３
月
末
日
ま
で
に
応
募
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
の
後
４
月
に
選

考
委
員
会
で
奨
学
生
を
決
定
す
る

た
め
、
年
１
回
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
し
か
し
、
今
後
、
予
算
額

に
余
裕
が
あ
れ
ば
年
度
途
中
で
の

再
募
集
も
検
討
し
た
い
。

議
員

高
校
や
大
学
等
の
入
学
時

に
は
、
一
時
的
に
多
額
の
資
金
が

細 田 孝 子
公 明 党

奨
学
金
申
し
込
み
を
随
時
に

早急に設置したい
第三者委員会の設置は

世
紀
の
会

２１
古
川
愛
明

議
員

厚
生
労
働
省
が
進
め
る
生

活
困
窮
者
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
手

を
挙
げ
て
、
当
市
が
今
年
度
実
施

し
て
い
る
「
被
災
者
寄
り
添
い
型

生
活
再
建
支
援
事
業
」
の
継
続
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

部
長

現
時
点
で
は
、
国
か
ら
モ

デ
ル
事
業
の
採
択
要
件
や
補
助
率

等
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
が

進
む
中
で
、
生
活
の
見
通
し
が
立

た
な
い
方
へ
寄
り
添
っ
た
手
厚
い

支
援
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
今
年

度
実
施
し
て
い
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
復
興
支
援
事
業
に
お
い
て
継

続
実
施
し
た
い
。

尾道高校ラグビー部による
防災センター周辺の除草作業ボランティア



かまいし市議会だより
第１３１号 ６

土
地
が
住
宅
団
地
の
造
成
に
適
す

る
土
地
で
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

候
補
地
と
し
て
調
整
を
行
う
な
ど
、

安
全
か
つ
早
急
な
住
宅
用
地
の
確

保
を
最
優
先
と
し
て
い
る
。
今
後

と
も
復
興
事
業
全
体
の
行
程
な
ど

を
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
、
早
期
復

興
に
資
す
る
土
地
と
し
て
の
活
用

に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

の
中
で
、
移
転
者
が
負
担
す
る
借

地
料
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
決
定

被
災
者
の
負
担
を
減
ら
す
べ
く
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
た
い
。

議
員

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
平
成

年
度
は
国
保
税
の

２４

見
直
し
は
見
送
っ
た
が
、
平
成
２５

年
度
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長

現
段
階
で
は
医
療
費
の
動

向
が
読
め
な
い
。
繰
越
金
を
見
極

め
た
上
で
の
作
業
が
必
要
。
今
後

の
国
の
施
策
な
ど
、
さ
ら
に
は
財

政
調
整
基
金
の
活
用
も
含
め
試
算

を
行
い
、
国
保
運
営
協
議
会
の
意

見
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

的
な
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
集
団
移
転
事
業

に
よ
る
分
譲
価
格
に
つ
い
て
も
、

部
長

東
日
本
大
震
災
時
の
避
難

の
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
内
閣
府
に
よ
る
「
災
害

議
員

昨
年
３
月

の
東
日
本
大
震
災

津
波
被
害
を
受
け

て
、
宅
地
用
地
や

緊
急
避
難
時
に
利

用
す
る
公
共
公
園

を
確
保
す
る
目
的

で
、
空
き
家
条
例

を
制
定
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

市
長

本
年
度
は
、
被
災
区
域
以

外
の
空
き
家
の
戸
数
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
公
共
公
園
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
国
の
空
き
家
再
生
等

推
進
事
業
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

周
辺
環
境
や
災
害
時
の
避
難
対
応

に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
危

険
と
判
断
さ
れ
る
空
き
家
に
対
し

て
は
、
事
業
を
活
用
し
良
好
な
住

環
境
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

避
難
指
示
等
が
発
令
さ
れ

た
と
き
に
、
１
人
で
は
避
難
が
困

難
な
市
民
を
対
象
と
し
た
、
災
害

時
要
援
護
者
台
帳
登
録
制
度
の
導

入
は
。

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
集
団
移
転
計
画
で
は
借
地
料
を

長
期
間
無
料
に
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
が
、
当
市
の
対
応
は
。

副
市
長

釜
石
市
行
政
財
産
使
用

料
条
例
に
よ
り
、
そ
の
基
本
額
を

「
適
正
な
価
格
に
よ
る
財
産
価
格

に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
他
と
の
均
衡
上
必
要
あ
る

と
き
は

％
の
範
囲
内
で
増
額
す

１０

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い

る
。
し
か
し
、
被
災
者
の
た
め
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
行
う
事

業
で
あ
り
、
借
地
料
は
設
定
せ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
の
、
こ
れ
の
大

部
分
を
減
免
し
、
被
災
者
の
実
質

用
地
確
保
を
最
優
先
に
調
達
を
行
う

遊
休
地
の
活
用
で
早
期
再
建
を

坂 本 良 子
日本共産党議員団

議
員

今
回
の
大
震
災
で
、
住
宅

再
建
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
一
日
も
早
い
被
災
者
の
生

活
・
生
業
再
建
を
考
え
た
と
き
、

大
企
業
が
所
有
し
て
い
る
遊
休
地

の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
が
、
土
地

民
政
ク
ラ
ブ

佐
々
木

透

県対策本部との直通確保済み
災害発生時の通信手段確保は

確
保
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
。

副
市
長

大
企

業
が
所
有
す
る

昭和園にある仮設団地

市役所４階にある防災行政無線放送設備

時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
見
直
し
を
受
け
て
新

た
な
避
難
支
援
計
画
を
策
定
し
、

災
害
時
に
的
確
か
つ
迅
速
に
避
難

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

議
員

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
、
釜
石
市
と
し
て
釜
石
港
湾
事

務
所
と
同
様
に
、
災
害
発
生
時
に

も
、
よ
り
確
実
な
通
信
手
段
を
確

保
す
べ
き
で
は
。

部
長

市
の
災
害
対
策
本
部
と
岩

手
県
災
害
対
策
本
部
を
直
通
で
結

ぶ
衛
星
携
帯
電
話
の
設
置
や
、
孤

立
が
想
定
さ
れ
る
沿
岸
部
の
生
活

応
援
セ
ン
タ
ー
に
も
衛
星
携
帯
電

話
を
配
備
し
、
情
報
の
収
集
と
提

供
の
通
信
手
段
を
確
保
し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
拠
点
避
難
所
と

な
る
各
学
校
や
公
共
施
設
、
防
災

関
係
機
関
な
ど
の

カ
所
に
デ
ジ

３５

タ
ル
方
式
に
よ
る
移
動
系
防
災
行

政
無
線
を
年
度
内
に
配
備
す
る
計

画
が
あ
る
。

議
員

災
害
発
生
へ
の
事
前
準
備

策
と
し
て
の
、
生
活
支
援
事
業
な

ど
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

部
長

災
害
救
助
法
に
関
連
し
た

新
た
な
制
度
と
し
て
、
被
災
者
の

視
点
に
立
っ
た
生
活
支
援
の
た
め

の
制
度
の
創
設
を
国
、
及
び
岩
手

県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
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に
着
手
し
た
い
。

議
員

橋
野
高
炉
跡
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
及

び
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
の
早
期
整
備
予
定
は
。

市
長

平
成

年
度
の
橋
野
高
炉

２７

跡
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

お
り
、
平
成

年
４
月
に
ユ
ネ
ス

２５

コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
推
薦
書
と

管
理
保
全
計
画
を
提
出
す
る
。
候

補
地
の
橋
野
高
炉
跡
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
早
期
整
備
し
た
い
。

年
度
内
に
建
設
工
事
を
発
注
し
、

供
用
開
始
は
、

年

月
頃
を
予

２５

１０

定
し
て
い
る
。

議
員

被
災
地
に

お
け
る
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗

状
況
及
び
今
後
の

行
程
は
。

副
市
長

財
源
の

確
保
や
法
的
手
段

を
進
め
て
お
り
、

月

日
に
は
土
地
区
画
整
理
事

１１

３０

業
の
施
行
区
域
の
都
市
計
画
決
定

の
告
示
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、

２
３
５
３
世
帯
の
う
ち
、
１
７
７

１
世
帯
の
方
々
と
の
個
別
面
談
会

を
開
き
、
意
向
や
所
有
地
の
現
状

を
確
認
す
る
。
今
後
、
事
業
施
行

区
域
の
詳
細
を
定
め
、
年
度
末
に

は
事
業
計
画
の
認
可
手
続
き
を
行

い
、
そ
の
後
、
事
業
の
可
否
に
つ

い
て
の
意
思
決
定
機
関
と
な
る
区

画
整
理
審
議
会
を
立
ち
上
げ
る
。

併
せ
て
、
新
た
に
整
備
さ
れ
る
区

画
割
の
案
と
な
る
換
地
設
計
や
一

部
用
地
の
先
行
買
取
を
行
い
な
が

ら
、
来
年
度
後
半
に
は
土
木
工
事

議
員

今
後
の
公
共
事
業
に
お
け

る
入
札
の
在
り
方
、
及
び
地
元
企

業
に
発
注
す
る
こ
と
が
地
元
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

部
長

施
工
可
能
な
工
事
に
つ
い

て
は
、
従
前
通
り
、
地
元
業
者
に

発
注
し
て
い
き
た
い
が
、
入
札
辞

退
や
不
調
が
発
生
し
た
場
合
、
そ

の
内
容
を
精
査
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
市
外
業
者
あ
る
い
は
大
手
業

者
の
指
名
も
検
討
し
、
復
旧
工
事

が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
地
元
業
者
が
受
注
す
る
こ
と

は
、
市
内
の
雇
用
並
び
に
経
済
活

動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
る
。

事
の
技
術
職
員
を
集
中
化
で
き
、

技
術
の
継
承
、
危
機
管
理
体
制
の

充
実
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

議
員

地
方
自
治
体
に
お
い
て
従

来
、
別
立
て
で
あ
っ
た
上
水
道
と

下
水
道
を
一
体
化
さ
せ
、
経
営
の

効
率
化
と
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図

ろ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
背
景
に
は
深
刻
な
財
政
難
、

コ
ス
ト
重
視
な

ど
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
考

え
る
か
ら
だ
。

さ
れ
る
。
統
合
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

窓
口
の
一
本
化
は
、
料
金
徴
収
や

工
事
等
の
各
種
届
出
な
ど
類
似
業

務
の
統
一
も
図
ら
れ
、
利
便
性
の

向
上
に
も
寄
与
す
る
。
課
題
は
、

独
立
採
算
の
公
営
企
業
と
し
て
の

水
道
事
業
と
、
社
会
福
祉
の
た
め

の
公
共
事
業
と
し
て
の
性
格
を
強

く
打
ち
出
し
て
い
る
下
水
道
事
業

と
で
は
、
性
格
が
異
な
る
こ
と
か

ら
統
合
に
至
る
ま
で
に
は
そ
の
準

備
に
時
間
を
要
す
る
。
現
時
点
で

は
統
合
に
言
及
で
き
な
い
が
、
慎

重
に
考
慮
し
方
向
性
を
定
め
た
い
。

議
員
「
都
市
低
炭
素
化
促
進
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
大
震
災
に
よ
っ

復旧工事中の大平下水処理場

慎
重
に
考
慮
し
方
向
性
を
定
め
る

専
門
的
技
術
の
継
承
と
維
持
、
異

な
る
会
計
制
度
の
統
一
も
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
市
は
、

震
災
復
旧
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
対
応
、
危
機
管
理
強
化
の
必

要
性
も
問
わ
れ
て
い
る
が
。

市
長

県
内
で
は
盛
岡
・
北
上
・

宮
古
市
等
が
統
合
を
実
施
し
て
い

る
。
総
務
事
務
や
技
術
な
ど
重
複

す
る
分
野
を
一
元
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
員
、
経
費
の
節
減
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
土
木
・
管
工

山 﨑 長 栄
公 明 党

上
下
水
道
の
統
合
を
図
れ

平成２７年登録を目指し進めている
橋野高炉跡の世界遺産への取り組みは

海

盛

会

合
田
良
雄

て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
東
部

地
区
、
鵜
住
居
地
区
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
支
援
策
と
し
て
、
復

興
交
付
金
事
業
と
織
り
交
ぜ
な
が

ら
用
い
る
こ
と
は
可
能
か
。

副
市
長

集
約
都
市
開
発
事
業
の

認
定
制
度
の
創
設
や
、
都
市
公
園

等
の
占
用
許
可
の
特
例
な
ど
を
創

設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
市

の
基
本
計
画
と
も
合
致
し
う
る
内

容
と
想
定
さ
れ
る
。
活
用
が
可
能

か
ど
う
か
調
査
し
た
い
。
復
興
交

付
金
事
業
と
の
住
み
分
け
や
、
市

内
全
体
で
の
総
合
的
見
地
か
ら
関

連
す
る
施
策
と
し
て
も
検
討
を
進

め
る
。

橋野高炉跡での勉強会



かまいし市議会だより
第１３１号 ６

土
地
が
住
宅
団
地
の
造
成
に
適
す

る
土
地
で
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

候
補
地
と
し
て
調
整
を
行
う
な
ど
、

安
全
か
つ
早
急
な
住
宅
用
地
の
確

保
を
最
優
先
と
し
て
い
る
。
今
後

と
も
復
興
事
業
全
体
の
行
程
な
ど

を
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
、
早
期
復

興
に
資
す
る
土
地
と
し
て
の
活
用

に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

の
中
で
、
移
転
者
が
負
担
す
る
借

地
料
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
決
定

被
災
者
の
負
担
を
減
ら
す
べ
く
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
た
い
。

議
員

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
平
成

年
度
は
国
保
税
の

２４

見
直
し
は
見
送
っ
た
が
、
平
成
２５

年
度
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長

現
段
階
で
は
医
療
費
の
動

向
が
読
め
な
い
。
繰
越
金
を
見
極

め
た
上
で
の
作
業
が
必
要
。
今
後

の
国
の
施
策
な
ど
、
さ
ら
に
は
財

政
調
整
基
金
の
活
用
も
含
め
試
算

を
行
い
、
国
保
運
営
協
議
会
の
意

見
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

的
な
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
集
団
移
転
事
業

に
よ
る
分
譲
価
格
に
つ
い
て
も
、

部
長

東
日
本
大
震
災
時
の
避
難

の
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
内
閣
府
に
よ
る
「
災
害

議
員

昨
年
３
月

の
東
日
本
大
震
災

津
波
被
害
を
受
け

て
、
宅
地
用
地
や

緊
急
避
難
時
に
利

用
す
る
公
共
公
園

を
確
保
す
る
目
的

で
、
空
き
家
条
例

を
制
定
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

市
長

本
年
度
は
、
被
災
区
域
以

外
の
空
き
家
の
戸
数
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
公
共
公
園
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
国
の
空
き
家
再
生
等

推
進
事
業
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

周
辺
環
境
や
災
害
時
の
避
難
対
応

に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
危

険
と
判
断
さ
れ
る
空
き
家
に
対
し

て
は
、
事
業
を
活
用
し
良
好
な
住

環
境
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

避
難
指
示
等
が
発
令
さ
れ

た
と
き
に
、
１
人
で
は
避
難
が
困

難
な
市
民
を
対
象
と
し
た
、
災
害

時
要
援
護
者
台
帳
登
録
制
度
の
導

入
は
。

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
集
団
移
転
計
画
で
は
借
地
料
を

長
期
間
無
料
に
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
が
、
当
市
の
対
応
は
。

副
市
長

釜
石
市
行
政
財
産
使
用

料
条
例
に
よ
り
、
そ
の
基
本
額
を

「
適
正
な
価
格
に
よ
る
財
産
価
格

に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
他
と
の
均
衡
上
必
要
あ
る

と
き
は

％
の
範
囲
内
で
増
額
す

１０

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い

る
。
し
か
し
、
被
災
者
の
た
め
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
行
う
事

業
で
あ
り
、
借
地
料
は
設
定
せ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
の
、
こ
れ
の
大

部
分
を
減
免
し
、
被
災
者
の
実
質

用
地
確
保
を
最
優
先
に
調
達
を
行
う

遊
休
地
の
活
用
で
早
期
再
建
を

坂 本 良 子
日本共産党議員団

議
員

今
回
の
大
震
災
で
、
住
宅

再
建
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
一
日
も
早
い
被
災
者
の
生

活
・
生
業
再
建
を
考
え
た
と
き
、

大
企
業
が
所
有
し
て
い
る
遊
休
地

の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
が
、
土
地

民
政
ク
ラ
ブ

佐
々
木

透

県対策本部との直通確保済み
災害発生時の通信手段確保は

確
保
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
。

副
市
長

大
企

業
が
所
有
す
る

昭和園にある仮設団地

市役所４階にある防災行政無線放送設備

時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
見
直
し
を
受
け
て
新

た
な
避
難
支
援
計
画
を
策
定
し
、

災
害
時
に
的
確
か
つ
迅
速
に
避
難

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

議
員

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
、
釜
石
市
と
し
て
釜
石
港
湾
事

務
所
と
同
様
に
、
災
害
発
生
時
に

も
、
よ
り
確
実
な
通
信
手
段
を
確

保
す
べ
き
で
は
。

部
長

市
の
災
害
対
策
本
部
と
岩

手
県
災
害
対
策
本
部
を
直
通
で
結

ぶ
衛
星
携
帯
電
話
の
設
置
や
、
孤

立
が
想
定
さ
れ
る
沿
岸
部
の
生
活

応
援
セ
ン
タ
ー
に
も
衛
星
携
帯
電

話
を
配
備
し
、
情
報
の
収
集
と
提

供
の
通
信
手
段
を
確
保
し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
拠
点
避
難
所
と

な
る
各
学
校
や
公
共
施
設
、
防
災

関
係
機
関
な
ど
の

カ
所
に
デ
ジ

３５

タ
ル
方
式
に
よ
る
移
動
系
防
災
行

政
無
線
を
年
度
内
に
配
備
す
る
計

画
が
あ
る
。

議
員

災
害
発
生
へ
の
事
前
準
備

策
と
し
て
の
、
生
活
支
援
事
業
な

ど
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

部
長

災
害
救
助
法
に
関
連
し
た

新
た
な
制
度
と
し
て
、
被
災
者
の

視
点
に
立
っ
た
生
活
支
援
の
た
め

の
制
度
の
創
設
を
国
、
及
び
岩
手

県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

かまいし市議会だより
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に
着
手
し
た
い
。

議
員

橋
野
高
炉
跡
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
及

び
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
の
早
期
整
備
予
定
は
。

市
長

平
成

年
度
の
橋
野
高
炉

２７

跡
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

お
り
、
平
成

年
４
月
に
ユ
ネ
ス

２５

コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
推
薦
書
と

管
理
保
全
計
画
を
提
出
す
る
。
候

補
地
の
橋
野
高
炉
跡
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
早
期
整
備
し
た
い
。

年
度
内
に
建
設
工
事
を
発
注
し
、

供
用
開
始
は
、

年

月
頃
を
予

２５

１０

定
し
て
い
る
。

議
員

被
災
地
に

お
け
る
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗

状
況
及
び
今
後
の

行
程
は
。

副
市
長

財
源
の

確
保
や
法
的
手
段

を
進
め
て
お
り
、

月

日
に
は
土
地
区
画
整
理
事

１１

３０

業
の
施
行
区
域
の
都
市
計
画
決
定

の
告
示
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、

２
３
５
３
世
帯
の
う
ち
、
１
７
７

１
世
帯
の
方
々
と
の
個
別
面
談
会

を
開
き
、
意
向
や
所
有
地
の
現
状

を
確
認
す
る
。
今
後
、
事
業
施
行

区
域
の
詳
細
を
定
め
、
年
度
末
に

は
事
業
計
画
の
認
可
手
続
き
を
行

い
、
そ
の
後
、
事
業
の
可
否
に
つ

い
て
の
意
思
決
定
機
関
と
な
る
区

画
整
理
審
議
会
を
立
ち
上
げ
る
。

併
せ
て
、
新
た
に
整
備
さ
れ
る
区

画
割
の
案
と
な
る
換
地
設
計
や
一

部
用
地
の
先
行
買
取
を
行
い
な
が

ら
、
来
年
度
後
半
に
は
土
木
工
事

議
員

今
後
の
公
共
事
業
に
お
け

る
入
札
の
在
り
方
、
及
び
地
元
企

業
に
発
注
す
る
こ
と
が
地
元
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

部
長

施
工
可
能
な
工
事
に
つ
い

て
は
、
従
前
通
り
、
地
元
業
者
に

発
注
し
て
い
き
た
い
が
、
入
札
辞

退
や
不
調
が
発
生
し
た
場
合
、
そ

の
内
容
を
精
査
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
市
外
業
者
あ
る
い
は
大
手
業

者
の
指
名
も
検
討
し
、
復
旧
工
事

が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
地
元
業
者
が
受
注
す
る
こ
と

は
、
市
内
の
雇
用
並
び
に
経
済
活

動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
る
。

事
の
技
術
職
員
を
集
中
化
で
き
、

技
術
の
継
承
、
危
機
管
理
体
制
の

充
実
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

議
員

地
方
自
治
体
に
お
い
て
従

来
、
別
立
て
で
あ
っ
た
上
水
道
と

下
水
道
を
一
体
化
さ
せ
、
経
営
の

効
率
化
と
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図

ろ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
背
景
に
は
深
刻
な
財
政
難
、

コ
ス
ト
重
視
な

ど
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
考

え
る
か
ら
だ
。

さ
れ
る
。
統
合
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

窓
口
の
一
本
化
は
、
料
金
徴
収
や

工
事
等
の
各
種
届
出
な
ど
類
似
業

務
の
統
一
も
図
ら
れ
、
利
便
性
の

向
上
に
も
寄
与
す
る
。
課
題
は
、

独
立
採
算
の
公
営
企
業
と
し
て
の

水
道
事
業
と
、
社
会
福
祉
の
た
め

の
公
共
事
業
と
し
て
の
性
格
を
強

く
打
ち
出
し
て
い
る
下
水
道
事
業

と
で
は
、
性
格
が
異
な
る
こ
と
か

ら
統
合
に
至
る
ま
で
に
は
そ
の
準

備
に
時
間
を
要
す
る
。
現
時
点
で

は
統
合
に
言
及
で
き
な
い
が
、
慎

重
に
考
慮
し
方
向
性
を
定
め
た
い
。

議
員
「
都
市
低
炭
素
化
促
進
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
大
震
災
に
よ
っ

復旧工事中の大平下水処理場

慎
重
に
考
慮
し
方
向
性
を
定
め
る

専
門
的
技
術
の
継
承
と
維
持
、
異

な
る
会
計
制
度
の
統
一
も
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
市
は
、

震
災
復
旧
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
対
応
、
危
機
管
理
強
化
の
必

要
性
も
問
わ
れ
て
い
る
が
。

市
長

県
内
で
は
盛
岡
・
北
上
・

宮
古
市
等
が
統
合
を
実
施
し
て
い

る
。
総
務
事
務
や
技
術
な
ど
重
複

す
る
分
野
を
一
元
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
員
、
経
費
の
節
減
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
土
木
・
管
工

山 﨑 長 栄
公 明 党

上
下
水
道
の
統
合
を
図
れ

平成２７年登録を目指し進めている
橋野高炉跡の世界遺産への取り組みは

海

盛

会

合
田
良
雄

て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
東
部

地
区
、
鵜
住
居
地
区
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
支
援
策
と
し
て
、
復

興
交
付
金
事
業
と
織
り
交
ぜ
な
が

ら
用
い
る
こ
と
は
可
能
か
。

副
市
長

集
約
都
市
開
発
事
業
の

認
定
制
度
の
創
設
や
、
都
市
公
園

等
の
占
用
許
可
の
特
例
な
ど
を
創

設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
市

の
基
本
計
画
と
も
合
致
し
う
る
内

容
と
想
定
さ
れ
る
。
活
用
が
可
能

か
ど
う
か
調
査
し
た
い
。
復
興
交

付
金
事
業
と
の
住
み
分
け
や
、
市

内
全
体
で
の
総
合
的
見
地
か
ら
関

連
す
る
施
策
と
し
て
も
検
討
を
進

め
る
。
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つ
な
が
っ
た
。
市
の
責
任
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
か

ら
「
市
は
責
任
の
在
り
方
を
明
確

に
す
べ
き
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
市
と
し
て
の
責
任
、
組
織
と

し
て
の
責
任
の
在
り
方
に
つ
い
て

追
求
し
て
い
き
た
い
。

議
員

月
５
日
、
遺
族
連
絡
会

１２

の
報
告
が
あ
っ
た
中
で
、
市
は
防

災
セ
ン
タ
ー
の
犠
牲
者
数
に
つ
い

に
努
め
た
い
。

が
問
わ
れ
る
。
今
回
の
調
査
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長

い
じ
め
件
数
に
差
が
あ

る
の
は
、
い
じ
め
と
認
知
す
る
判

断
が
難
し
い
こ
と
の
表
れ
だ
と
考

え
て
い
る
。

議
員

い
じ
め
へ
の
対
応
と
し
て
、

教
師
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
が
、

当
市
で
は
教
師
の
教
育
環
境
が
い

じ
め
に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
。

教
育
長

教
師
が
会
議
等
で
学
校

を
離
れ
る
こ
と
へ
の
配
慮
、
提
出

物
や
報
告
な
ど
事
務
的
な
こ
と
も
、

期
限
に
余
裕
を
持
た
せ
る
な
ど
、

子
ど
も
達
に
関
わ
る
時
間
を
確
保

で
き
る
よ
う
な
教
育
環
境
の
整
備

だ
が
具
体
的
な
場
所
と
規
模
は
。

教
育
次
長

前
の
消
防
署
と
青
葉

議
員

市
税
に
つ

い
て
、
震
災
前
と

震
災
後
と
比
較
し

て
ど
う
か
。

部
長

固
定
資
産

税
の
津
波
区
域
の

課
税
免
除
と
個
人

市
民
税
の
被
災
者

に
対
す
る
減
免
に
よ
り
約

億
円

１１

の
減
収
と
な
っ
た
。

議
員

免
除
・
減
免
に
対
し
て
財

政
支
援
が
あ
る
か
。
そ
の
額
は
。

課
長

地
方
交
付
税
の
交
付
対
象

と
な
る
。

億
円
を
基
本
的
な
地

１１

方
税
収
と
し
た
場
合
、

％
の
８

７５

億
２
千
万
円
が
基
準
財
政
収
入
額

に
算
入
さ
れ
、
交
付
さ
れ
る
。

議
員

市
民
文
化
会
館
建
設
の
財

源
は
。

教
育
長

文
部
科
学
省
の
災
害
復

旧
費
で
、
移
転
新
築
を
行
う
よ
う

国
等
と
調
整
中
。

議
員

建
設
場
所
は
、
大
町
の
商

業
集
積
エ
リ
ア
を
想
定
と
の
こ
と

て
、
ど
の
よ
う
な
結
論
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

副
市
長

市
と
し
て
、
防
災
セ
ン

タ
ー
内
で
の
犠
牲
者

名
、
防
災

６９

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
収
容
、
防
災

セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
た
情
報
が
あ

る
犠
牲
者

名
、
遺
体
が
収
容
さ

２７

れ
な
い
も
の
の
、
避
難
し
た
情
報

の
あ
る
方

名
、
合
計
で
１
２
９

３３

名
と
推
計
し
て
い
る
。

議
員

滋
賀
県
大
津
市
の
自
殺
問

題
を
受
け
、
文
科
省
に
よ
る
い
じ

め
緊
急
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
各

県
で
い
じ
め
の
実
態
に
大
き
な
差

が
出
た
こ
と
は
、
調
査
結
果
が
ど

こ
ま
で
実
態
を
反
映
し
て
い
る
か

１
２
９
名
と
推
計
し
て
い
る

防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
犠
牲
者
数
は

菊 池 孝
日本共産党議員団

議
員

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
明
治
三
陸
津
波
の
浸
水

区
域
で
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
不
適
当
だ
っ
た
が
、
市
は
訓
練

の
と
き
の
避
難
場
所
と
し
て
活
用

し
、
地
元
住
民
の
多
く
が
一
時
避

民
政
ク
ラ
ブ

水
野
昭
利

大町の商業集積エリアに
市民文化会館の移転新築場所は

難
所
と
誤
解
し

て
い
た
こ
と
が

多
く
の
犠
牲
者

を
出
す
こ
と
に

学校生活などの相談に応じる教育相談室

移転が検討されている市民文化会館

通
り
の
間
で
、
県
道
の
南
側
。
規

模
は
現
会
館
は
座
席
が
１
２
０
０

席
あ
り
イ
ベ
ン
ト
等
で
満
席
に
な

る
の
は
年
１
回
か
２
回
程
度
な
の

で
、
新
し
い
会
館
は
現
会
館
よ
り

小
規
模
を
計
画
し
て
い
る
が
、
今

後
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員

新
市
庁
舎
の
建
設
場
所
を

現
庁
舎
付
近
の
区
域
で
計
画
し
て

い
る
が
事
業
の
手
法
、
財
源
は
。

部
長

今
後
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
従
来
型

リ
ー
ス
の
各
方
式
等
、
具
体
的
な

手
法
を
検
討
す
る
。
財
源
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
建
設
事
業
費
が
決

定
し
て
い
な
い
が
、
現
時
点
で
は

地
方
債
、
庁
舎
建
設
基
金
等
を
見

込
ん
で
い
る
。

議
員

平
成

年
度
以
前
は
、
庁

２３

舎
建
設
は
、
建
設
費
の
半
分
の
基

金
積
み
立
て
が
必
要
で
あ
っ
た
が
。

課
長

平
成

年
度
か
ら
地
方
債

２３

の
充
当
率
の
簡
素
化
に
よ
り
、
標

準
面
積
及
び
標
準
単
価
等
に
基
づ

く
事
業
費
の
取
り
扱
い
が
廃
止
さ

れ
、
庁
舎
整
備
事
業
の
充
当
率
が

％
に
な
っ
た
の
で
積
立
金
の
半

７５分
は
必
要
な
く
な
っ
た
。
従
来
、

事
業
費

億
円
と
試
算
し
て
い
た

４０

が
、
そ
の
場
合
、
地
方
債

億
円
、

３０

基
金
積
立
金

億
円
で
建
設
可
能
。

１０

議
員

月
補
正
後
の
積
立
金
は
。

１２

課
長

億
５
千
万
円
。

１５

（教育センター内）
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作
業
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
経

験
者
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
防
災

の
見
地
、
心
理
学
の
観
点
、
法
的

議
員

防
災
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、

市
全
体
で
の
検
証

と
今
回
の
検
証
で

二
つ
の
団
体
で
の

検
証
結
果
の
報
告

を
受
け
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
の
第
三
者
委
員
会
と
思
う
。
第

三
者
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
体
制
、

専
門
的
な
方
々
を
人
選
し
、
運
営
、

検
証
な
さ
れ
る
の
か
。

市
長

第
三
者
有
識
者
委
員
に
よ

る
検
証
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
検
討
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
が
、

設
置
に
当
た
っ
て
は
、
被
災
者
遺

族
の
連
絡
会
の
意
向
を
十
分
に
反

映
し
た
検
証
組
織
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
近
々
中
に
被
災

者
遺
族
の
連
絡
会
の
皆
様
と
情
報

交
換
を
行
う
予
定
に
あ
る
。
設
置

す
る
検
証
委
員
会
の
構
成
と
し
て

は
、
一
般
的
に
は
、
過
去
に
検
証

な
思
考
、
多
角
的
な
方
向
か
ら
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
専
門
的
な

方
々
と
、
他
の
地
域
の
行
政
職
員
、

被
災
者
遺
族
、
自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
て
い
る
町
内
会
の
方
々
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
検
証
委
員

会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
防
災
危

機
管
理
課
が
事
務
局
と
し
て
対
応

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
常
に
、

被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
検
証
委
員
会
の
検

証
作
業
が
順
調
に
進
展
す
る
よ
う

協
力
体
制
を
と
り
た
い
。

議
員

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
以
上
の
、
さ

ら
に
強
固
な
具
体
策
を
持
っ
て
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

時
間
の
経
過
と
と
も
に
変

化
し
て
い
く
被
災
者
の
皆
様
の
心

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
長

期
的
視
点
に
立
っ
た
相
談
支
援
体

制
を
整
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
現

在
、
関
係
部
局
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
の
皆

様
を
対
象
と
し
た
精
神
科
医
師
や

臨
床
心
理
士
な
ど
の
心
の
ケ
ア
の

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
の
開
催
を

考
え
て
い
る
ほ
か
、
随
時
、
心
の

相
談
会
の
開
催
や
相
談
窓
口
の
設

置
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い

く
。

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
進
学

を
希
望
す
る
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
、
無
利
子
で
貸
付
を
す
る
入

学
準
備
金
貸
付
制
度
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
当
市
で
も

制
度
を
創
設
し
、
支
援
を
し
て
は
。

教
育
長

現
行
制
度
で
は
、
目
的

が
異
な
る
た
め
、
実
施
は
難
し
く
、

制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
創
設
す
る
と
な
れ
ば
財
政

面
で
の
課
題
が
出
て
く
る
。

議
員

制
度
の
創
設
に
は
、
財
政

面
の
課
題
が
生
じ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
担
当
課
の
所
見
は
。

部
長

将
来
的
に
わ
た
る
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
と
い
う
こ
と
も
含

議
員

長
年
、
実
施
し
て
い
る
育

英
会
奨
学
金
は
、
申
し
込
み
時
期

が
年
１
回
で
あ
り
、
年
度
途
中
で

の
借
り
入
れ
が
で
き
な
い
。
経
済

の
低
迷
に
よ
り
、
教
育
へ
の
資
金

繰
り
に
悩
む
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

申
し
込
み
を
随

時
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
如
何

か
。

め
て
検
討
に
値
す
る
要
素
が
あ
り
、

そ
う
い
う
部
分
で
の
支
援
は
必
要

か
と
考
え
て
い
る
。

学生ボランティアによる冬休み寺子屋事業

再
募
集
を
検
討
し
た
い

教
育
長

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

例
年
２
月
に
市
内
の
中
学
校
・
高

校
や
市
広
報
誌
等
を
通
じ
て
募
集

し
、
３
月
末
日
ま
で
に
応
募
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
の
後
４
月
に
選

考
委
員
会
で
奨
学
生
を
決
定
す
る

た
め
、
年
１
回
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
し
か
し
、
今
後
、
予
算
額

に
余
裕
が
あ
れ
ば
年
度
途
中
で
の

再
募
集
も
検
討
し
た
い
。

議
員

高
校
や
大
学
等
の
入
学
時

に
は
、
一
時
的
に
多
額
の
資
金
が

細 田 孝 子
公 明 党

奨
学
金
申
し
込
み
を
随
時
に

早急に設置したい
第三者委員会の設置は

世
紀
の
会

２１
古
川
愛
明

議
員

厚
生
労
働
省
が
進
め
る
生

活
困
窮
者
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
手

を
挙
げ
て
、
当
市
が
今
年
度
実
施

し
て
い
る
「
被
災
者
寄
り
添
い
型

生
活
再
建
支
援
事
業
」
の
継
続
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

部
長

現
時
点
で
は
、
国
か
ら
モ

デ
ル
事
業
の
採
択
要
件
や
補
助
率

等
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
が

進
む
中
で
、
生
活
の
見
通
し
が
立

た
な
い
方
へ
寄
り
添
っ
た
手
厚
い

支
援
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
今
年

度
実
施
し
て
い
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
復
興
支
援
事
業
に
お
い
て
継

続
実
施
し
た
い
。

尾道高校ラグビー部による
防災センター周辺の除草作業ボランティア
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こ
と
か
ら
、「
災
害
に
強
い
都
市

づ
く
り
と
地
域
経
済
の
再
建
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
目
標
と
し
、

災
害
時
の
電
源
確
保
や
長
期
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
実
現
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

な
ど
、
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
の

確
保
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
を
生
か

す
産
業
の
創
出
を
目
指
し
、
岩
手

県
が
事
業
主
体
の
三
陸
復
興
・
海

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
調
査
事
業
と

連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

三
陸
地
域
の
復
旧
・
復
興
は
も
と

よ
り
、
国
際
的
・
総
合
的
な
海
洋

研
究
拠
点
を
形
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

議
員

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
実
験
海
域
に

係
る
事
業
を
取
り
上
げ
た
背
景
は
何
か
。

市
長

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
直
接

的
な
被
害
の
ほ
か
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
機
能
が
完
全
に
停
止
し
、
市
民

生
活
に
大
き
な
障
害
と
不
安
を
も
た
ら
し
た

ク
ト
と
し
て
、
海
洋
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
証
実
験
海
域
を
釜
石
沖

に
設
定
し
、
国
際
的
な
研
究
機
関

や
関
連
産
業
の
集
積
、
交
流
人
口

増
加
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出

を
期
待
で
き
る
ほ
か
、
洋
上
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
あ
る
景
観
を
観

光
資
源
と
し
て
期
待
で
き
る
。

議
員

昭
和

年
以
来
の
２
巡
目

４５

の
開
催
と
な
る
、
平
成

年
開
会

２８

の
岩
手
国
体
を
釜
石
市
と
し
て
い

か
に
と
ら
え
向
き
合
っ
て
い
く
の

か
。

教
育
長

岩
手
県
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
復
興
が
本
格
的
に
進
む
平

成

年
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

２８

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
大
会
の
充
実
・
活
性

化
と
大
会
運
営
の
簡
素
化
・
合
理

化
と
い
う
国
体
改
革
の
趣
旨
も
踏

ま
え
、
先
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
新
し
い
岩
手
国
体
」
と
し
、
手

作
り
の
国
体
と
し
て
開
催
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
釜
石
市
に
お
い
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
し
て
勝

敗
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
復
興
の

形
が
次
第
に
見
え
つ
つ
あ
る
中
で

「
復
興
の
力
と
な
る
国
体
」
と
捉

え
、
あ
り
の
ま
ま
の
釜
石
の
姿
を

市
民
総
参
加
で
全
国
に
向
け
て
伝

え
た
い
。

に
即
し
た
対
応
を
進
め
て
い
く
。

議
員

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

議
員

当
市
の
健

康
推
進
事
業
に
は

一
定
の
評
価
を
す

る
も
の
だ
が
、
震

災
後
の
健
康
づ
く

り
の
現
状
と
課
題

は
。

市
長

震
災
後
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
、
住
環
境

の
悪
化
が
原
因
で
生
活
不
活
発
病

や
う
つ
等
の
精
神
疾
患
の
方
が
増

加
し
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
例
か
ら
も
本
格
的
な
復
興
期

を
迎
え
、
今
後
ま
す
ま
す
健
康
課

題
は
増
す
と
認
識
し
て
い
る
。
震

災
で
公
共
施
設
等
が
減
少
し
た
こ

と
か
ら
、
が
ん
検
診
や
成
人
健
診

等
の
会
場
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
震
災
後
の
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
だ
が
、
医
師
会
や
市
内
関
係

団
体
、
各
地
域
、
震
災
を
契
機
に

支
援
団
体
と
連
携
し
、
復
興
状
況

保健福祉センター

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
誘
致
す
る
狙
い
は

研
究
機
関
の
集
積
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

民
政
ク
ラ
ブ

遠
藤
幸
徳

海

盛

会

菅
原
規
夫

市の重要な責務と認識
健康寿命延伸の取り組みは

部
長

①
健
康
的
な
生
活
習
慣
づ

く
り
、
②
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

生
涯
学
習
の
連
携
、
③
心
の
健
康
、

の
３
点
等
に
よ
っ
て
、
疾
病
予
防

や
健
康
増
進
、
介
護
予
防
等
を
通

し
て
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ

と
は
市
の
重
要
な
責
務
と
認
識
し

て
い
る
。

議
員

平
均
寿
命
と
平
均
介
護
期

間
の
現
状
は
。

部
長

平
成

年
の
当
市
の
平
均

１７

寿
命
は
、
男
性

・
０
歳
、
女
性

７６

・
６
歳
で
、
今
年
公
表
さ
れ
た

８４資
料
で
の
平
均
介
護
期
間
の
県
平

均
は
、
男
性
９
・１
年
、
女
性
・１２

７
年
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

先
進
市
の
「
平
均
介
護
等

の
期
間
」
は
、
男
性
２
・
８
年
、

女
性
６
・
０
年
と
な
っ
て
お
り
、

男
性
・
女
性
と
も
に
健
康
寿
命
が

７
年
も
伸
び
て
い
る
。
こ
う
し
た

実
態
か
ら
も
健
康
推
進
課
だ
け
に

市
民
の
健
康
を
任
せ
ず
に
、
総
合

政
策
課
の
中
で
も
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
向
上

を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

市
長

市
民
の
健
康
づ
く
り
は
、

時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
。
市

全
体
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。

■
文
責
・
質
問
議
員

かまいし市議会だより
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１２ 月
定例会

補
正
予

補
正
予
算算
のの
審
議
審
議
か
ら
か
ら

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

災
害
応
援
・
復
興
対
応
職

員
の
不
足
に
つ
い
て
、
釜
石

の
状
況
は
ど
う
か
。

問

平
成

年
４
月
１
日
現
在

２５

で
、
予
測
さ
れ
る
職
員
不
足

は

人
だ
。
そ
の
う
ち
、
県
か
ら

５６名
、
岐
阜
県
市
長
会
か
ら
５
名

１６の
派
遣
が
決
定
し
て
い
る
が
、
不

足
数
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
派
遣

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
各
自
治

体
に
、
総
務
省
を
通
じ
て
引
き
続

き
の
派
遣
を
お
願
い
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
市
で
も
新
規
採
用
職
員

や
任
期
付
き
職
員
の
採
用
を
行
い
、

職
員
数
の
充
足
に
努
め
た
い
。
現

在
の
派
遣
職
員
は
、
自
治
体

名
、

３７

国
３
名
、
民
間
３
名
、
ほ
か
１
名

だ
。 答

か
ま
い
し
未
来
の
ま
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
の
業
者
選
定
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

問

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

市
、
関
係
者
、
復
興
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
に
よ
る
共
通
の
考
え
方
の

も
と
、
主
要
な
建
築
物
に
関
し
て

は
、
設
計
や
計
画
に
当
た
る
パ
ー

ト
ナ
ー
を
全
国
か
ら
広
く
募
る
こ

と
な
ど
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
全
国
か
ら
広
く
提
案

を
受
け
、
関
係
者
間
で
公
開
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
課
題
解

決
を
含
む
優
れ
た
施
設
設
計
が
で

き
る
こ
と
だ
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
課

題
解
決
も
行
う
た
め
、
入
り
口
で

の
議
論
が
難
航
す
る
こ
と
で
あ
る
。

答

コ
ン
ビ
ニ
納
税

コ
ン
ビ
ニ
で
の
税
納
付
が

始
ま
る
が
、
対
象
と
な
る
税

と
、
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
。

問

平
成

年
度
は
軽
自
動
車

２５

税
、

年
度
か
ら
固
定
資
産

２６

税
、
市
・
県
民
税
、
国
保
税
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
納
付

答

復
興
の
ス
ピ
ー
ド

市
庁
舎
建
設
基
金
に

億
１０

円
を
積
み
立
て
、
建
設
位
置

を
明
示
す
る
こ
と
で
、
東
部
地
区

の
復
興
が
進
む
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
復
興
が
予
定
よ
り
遅
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
。

問

庁
舎
を
ど
こ
に
建
て
る
か

は
震
災
後
の
大
き
な
テ
ー
マ

だ
っ
た
。
現
在
の
庁
舎
前
に
決
め

て
、
周
り
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

復
興
の
遅
れ
は
、
土
地
の
価
格
、

答

被
災
者
の
住
宅
再
建

現
在
、
被
災
者
は
災
害
復

興
住
宅
に
入
居
す
る
の
か
、

自
立
再
建
す
る
の
か
な
ど
大
変
悩

ん
で
い
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
に

民
間
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
情
報

入
手
や
連
携
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
行
政
の
被

災
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
は
。

問

行
政
は
復
興
住
宅
に
つ
い

て
、
民
間
の
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
民
間
と
の
連
携
を
図
り
、
被

災
者
の
生
活
再
建
に
手
厚
く
、
き

め
細
か
く
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
。

答

農
畜
産
物
の

放
射
性
物
質
被
害
対
策

９
月
補
正
に
引
き
続
き
実

施
し
よ
う
と
す
る
放
射
性
物

質
被
害
対
策
事
業
の
概
要
は
。

問

市
内
の
シ
イ
タ
ケ
生
産
者

が
保
有
す
る
ほ
だ
木
を
一
時

保
管
し
処
分
す
る
予
定
だ
。
年
明

け
に
事
業
委
託
先
を
決
定
し
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
着
手
し
た
い
。

答

農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
事
業
で
整
備
す
る
嬉
石
の

防
潮
堤
と
地
盤
沈
下
し
た
漁
港
と

の
関
係
は
。
ま
た
、
嬉
石
漁
港
に

通
じ
る
直
角
道
路
部
分
を
直
線
に

変
更
で
き
な
い
か
。

問

も
と
も
と
防
潮
堤
の
な

か
っ
た
釜
石
警
察
署
跡
と
嬉

石
漁
港
の
間
に
整
備
す
る
も
の
で
、

防
潮
堤
の
構
造
や
位
置
を
決
定
す

る
た
め
の
設
計
委
託
を
す
る
。
同

漁
港
に
は
ワ
カ
メ
業
者
が
数
人
い

る
こ
と
か
ら
、
地
盤
沈
下
対
策
と

し
て
作
業
用
地
の
一
部
を
か
さ
上

げ
し
て
対
応
し
て
い
る
。
漁
港
へ

の
出
入
り
に
は
甲
子
川
と
の
間
に

※
陸
閘
を
設
置
す
る
が
、
道
路
部

分
に
つ
い
て
は
、
防
潮
堤
の
位
置
、

構
造
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

答

和
山
、
楢
ノ
木
平
の
両
牧

場
に
お
け
る
放
牧
事
業
、
産

地
直
売
施
設
に
お
け
る
被
害
状
況

問

牧
草
地
の
放
射
能
汚
染
に

よ
る
利
用
自
粛
、
公
共
牧
場

の
放
牧
の
一
部
制
限
等
に
よ
り
大

き
な
影
響
が
出
て
お
り
、
関
係
機

関
が
連
携
し
代
替
牧
草
の
確
保
や
、

牧
草
地
の
除
染
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
産
直
は
野
生
キ
ノ
コ
と
山
菜

の
一
部
が
出
荷
規
制
さ
れ
て
い
る

が
、
損
害
額
の
算
定
が
で
き
な
い

で
い
る
。

答

造
成
等
の
理
由
に
よ
る
。
住
民
合

意
を
前
提
に
進
め
て
お
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
復
興
を
進
め

て
い
き
た
い
。

に
つ
い
て
は
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
で

あ
れ
ば
可
能
だ
。

と
そ
の
対
策
は
。

復
興
交
付
金
基
金

復
興
交
付
金
を
積
み
立
て

る
た
め
の
復
興
交
付
金
基
金

の
制
度
は
、
平
成

年
度
末
ま
で

２７

と
な
っ
て
い
る
が
、

年
度
以
降

２８

の
復
興
交
付
金
の
見
通
し
は
。

問

年
度
以
降
に
つ
い
て
は

２８
見
え
て
い
な
い
状
況
だ
。
土

地
区
画
整
理
事
業
や
下
水
道
事
業

な
ど

年
度
以
降
も
継
続
す
る
事

２８

業
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
に
対
し
制
度
の
継
続
や
新
設
を

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

答

※陸閘(りっこう)：防潮堤などにある、通行用の開口部のゲート（防潮扉）

り
っ
こ
う
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平成２４年１０月から１１月までにおける東日本
大震災復興対策特別委員会の開催概要を報告
します。

１０月２５日(木)、岩手県より科学・ものづく
り振興課総括課長と沿岸広域振興局土木部長
を招き、①三陸復興・海洋エネルギー導入調
査事業、②釜石市内の津波対策についての説
明を受けました。
海洋エネルギー導入事業に関する質疑の中

で、洋上風力発電（浮体式）の岩手県の方向
性としては、沖合２㌔前後の場所を想定して
いること、当市をエネルギー事業を展開する
有力な地域と捉えているとの答弁を受けまし
た。
市内の津波対策については、県事業で施工

される水門、防潮堤の復旧計画の説明を受け
ました。説明では、新たに鵜住居川と甲子川
に水門が設置される計画となり、鵜住居片岸
海岸、水海海岸、釜石港須賀地区・大平地区、
唐丹小白浜海岸それぞれの復旧による防潮堤
の構想が示されました。

１１月２１日(水)、復興の進捗状況として、①
住宅再建の希望登録集計結果、②釜石未来の
まちプロジェクト、③地域包括ケアを考える
懇話会、④地権者連絡会の実施概要、⑤個別
面談会の実施概要、⑥復興まちづくり事業に
係るＣＭ（コンストラクションマネージメン
ト）方式の導入、⑦東部地区復興まちづくり
の進捗状況の７項目について説明を受けまし
た。
主な質疑として、東部地区や鵜住居地区は

復興公営住宅が足りない状況と思うが、当局
はどのような認識なのかとの問いに対し、意
向調査時点で情報が不足していたために災害
公営住宅希望が多くなったと分析しているが、
結果を基に、今後、地権者会議やワーク
ショップを開き戸数も精査していきたいとの
答弁がありました。また、戸建ての復興住宅
の希望があれば対処するのかとの確認に対し
ては、土地の余裕があれば可能性はあるが、
公営住宅に早く入れるようスピードと土地の
確保との両睨みで検討していくとの答弁があ
りました。

東日本大震災復興対策特別委東日本大震災復興対策特別委員員会会

議
員
全
員
協
議

議
員
全
員
協
議
会会

月

日（
水
）、
復
興
ま
ち

１１

２１

づ
く
り
基
本
計
画
に
お
け
る
実

施
計
画
と
、
中
期
財
政
見
通
し

の
２
点
に
つ
い
て
当
局
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

の
実
施
計
画
は
、
平
成

～
２５

２７

年
度
ま
で
の
計
画
で
、
全
体
の

事
業
数
２
１
０
件
、
事
業
費
９

４
４
億
円
と
し
、
そ
の
う
ち
計

画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
Ａ
評
価

事
業
は
１
０
３
件
、
１
３
９
億

円
と
し
て
い
ま
す
。

質
疑
で
は
、
陰
多
重
防
御
と

い
う
観
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の

復
旧
・
復
興
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
、
隠
高
齢
者
等
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
理
由
は
、

韻
最
近
の
入
札
で
の
不
調
に
関

す
る
実
態
と
、
人
件
費
と
資
材

の
高
騰
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
、

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
虚
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
で
は
、
防
潮
堤
が
で

き
れ
ば
十
分
対
応
で
き
る
と
い

う
考
え
方
で
、
国
道
の
線
形
を

変
え
て
Ｊ
Ｒ
よ
り
若
干
上
が
る

形
で
計
画
し
て
し
て
お
り
、
積

極
的
に
２
線
提
と
い
う
形
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
、
許

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し

は
、
今
後
、
仮
設
住
宅
の
集
約

が
進
め
ば
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
距
土
木
舗
装
や
港
湾

関
係
の
工
事
は
順
調
だ
が
、
建

築
等
で
技
術
者
の
確
保
が
難
し

く
、
一
部
不
調
が
あ
る
。
資
材
、

人
件
費
の
高
騰
で
、
今
後
、
事

業
費
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
事
務
レ
ベ
ル
で
は

あ
る
が
復
興
庁
に
対
し
措
置
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
国
と

し
て
も
価
格
高
騰
に
つ
い
て
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

中
期
財
政
見
通
し
で
は
、
計

画
期
間
を
平
成

～

年
度
ま

２４

２８

で
の
５
カ
年
と
し
、

年
度
の

２４

決
算
を
１
５
６
３
億
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
数
年
間

は
財
政
的
な
見
通
し
が
不
明
確

で
は
あ
る
が
、
復
興
交
付
金
、

現
行
の
支
援
策
を
活
用
し
、
復

興
事
業
の
推
進
と
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

かまいし市議会だより
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条 例 関 係
■釜石市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除
に関する条例
・復興産業集積区域内で認定復興推進計画に定められた事
業の施設・設備を新設・増設した者の固定資産税の課税
免除に関し必要な事項を定めるもの。

■釜石市景観条例
・市民、事業者、行政の協働により、地域の特性を生かし
た良好な景観形成と保全を図るもの。

■釜石市災害危険区域に関する条例
・「定例会の概要」を参照。
■釜石市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正
・地方自治法の改正に伴い、名称を政務活動費とし、また、
政務活動費の透明性を高めようとするもの。

予 算 関 係
■一般会計補正予算（第６号）の専決処分
・２７００万円増額。総額９９７億４３００万円。
・衆議院議員選挙経費。
■一般会計補正予算（第７号）
・５４４億４４００万円増額。総額１５４１億８７００万円。
・かまいし未来のまちプロジェクト経費１６２０万円、福祉灯
油購入費助成事業３千万円、漁港施設機能強化事業２４億
３５００万円、防災拠点駐車場整備事業２２００万円など。

■国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・２億７９０１万３千円減額。総額５６億１２４３万１千円。
■後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
・４２３万９千円増額。総額４億３３９７万５千円。
■介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
□保険事業勘定
・２億１５８２万９千円増額。総額３９億１２３６万円。
□介護サービス事業勘定
・１８８万６千円増額。総額３７７３万４千円。

議 決 議 案
■農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
・１４０万円増額。総額４５４６万７千円。

一 般 議 案
■白浜（釜石）漁港災害復旧工事の変更請負契約の締結に
関する専決処分の報告
・２９５万円増額。総額１億６６５１万円。
■財産の無償貸付けについての専決処分（２件）
・大只越・平田・鈴子・新浜町地区の仮設施設を引き続き
被災事業者に無償で貸付けするものなど。

■鵜住居雨水ポンプ場の災害復旧事業に係る建設工事の委
託に関する協定の締結
・地方共同法人日本下水道事業団との協定金額６億６９３８万円。
■岩手国体施設改修工事の変更請負契約の締結
・４７１８万円増額。総額２億４６５８万円。
■釜石市中村郷土芸能どんがた館の指定管理者の指定
・指定管理者：中村・青の木郷土振興会。
■新浜町地区荷捌き施設整備（建築主体）工事の変更請負
契約の締結に関する専決処分
・３２３万円減額。総額１億６１２３万円。
■上中島町仮設団地内の立木の倒木被害に係る損害賠償事
件に関する専決処分
・損害賠償の額１８万７５８円。

人 事 案 件
■人権擁護委員候補者の推薦
・任期満了により、新たに佐々木八重子さんを推薦するこ
とに同意。

議 員 提 出 議 案
■釜石市議会委員会条例の一部を改正
・地方自治法の改正に伴い、これまで委員の選任方法、在
任期間等、法律で定めていた事項を条例で規定すること
が可能となるもの。

■釜石市議会会議規則の一部を改正
・地方自治法の改正に伴い、これまで委員会に限られてい
た公聴会の開催及び参考人の招致等が本会議でも可能と
なるものなど。

※金額については、一部千円以下切り捨てで掲載

月
１１７

・
総
務
常
任
委
員
会
（
～
９
日
）

視
（
岐
阜
県
関
市
、
東
京
都
国
分

寺
市
）

・
岩
手
県
市
議
会
議
員
研
修
会

１２
・
議
会
運
営
委
員
会

１３
・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
民
生
常
任
委
員
会
（
～

日
）

１４

１６

視
（
新
潟
県
阿
賀
野
市
･
加
茂
市

･
三
条
市
）

・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
理
事
会

１９
・
議
員
全
員
協
議
会

２１
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
経
済
常
任
委
員
会

２６
視
（
商
工
会
議
所
）

・
経
済
常
任
委
員
会

２９
視
（
コ
ン
テ
ナ
航
路
セ
ミ
ナ
ー
）

月
１２３

・
議
会
運
営
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

７
・
議
会
運
営
委
員
会

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・

月
定
例
会
（
～

日
）

１０

１２

２１

・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

・
総
務
常
任
委
員
会

１８

協
（
請
願
審
査
）

・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
民
生
常
任
委
員
会

協

１９
・
経
済
常
任
委
員
会

協

・
議
会
運
営
委
員
会

２０
・
会
派
代
表
者
協
議
会

・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２５
・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２６
・
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２８※
協
…
協
議
事
項

視
…
視
察
研
修
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月
定
例
会
は
、

月

日
か
ら

日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

１２

１２

１０

２１

１２

初
日
の
市
長
報
告
で
は
、
新
た
な
企
業
の
立
地
と
し
て
、
物
流
企
業
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

を
展
開
す
る
企
業
と
の
立
地
協
定
、
ま
た
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
住
宅
再
建
希
望
登

録
集
計
結
果
、
片
岸
・
鵜
住
居
・
嬉
石
松
原
・
平
田
地
区
の
都
市
計
画
区
域
の
決
定
、
鵜
住
居

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
か
ら
の
検
証
結
果
報
告
書
の
提
出
な
ど

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
か
ら
は

名
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
震
災
か
ら
の
復
興
、
防
災
に
関
す
る
質
問
を
行

１８

１０

い
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

件
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

１９

同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
、
議
員
提
出
議
案
２
件
に
つ
い
て
提

案
理
由
の
説
明
を
本
会
議
場
で
行
い
、
そ
の
後
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ののののののののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概

月
定
例
会
の
概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２

大
型
補
正
予
算
を
可

大
型
補
正
予
算
を
可
決決

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
５
４
４
億
円
ほ

ど
で
、
総
額
で
１
５
４
２
億
円
ほ

ど
と
な
り
ま
す
。

市
の
通
常
予
算
は
多
く
て
も
年

間
２
０
０
億
円
前
後
で
す
か
ら
、

補
正
だ
け
で
も
２
倍
以
上
の
予
算

と
な
り
ま
す
し
、
総
額
で
１
５
０

０
億
円
台
の
予
算
が
組
ま
れ
た
の

も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

昨
年
の
大
震
災
で
当
市
は
、
２１

地
区
で
大
き
な
被
害
を
被
る
中
、

昨
年
の

月
に
復
興
ま
ち
づ
く
り

１２

基
本
計
画
を
策
定
し
、
現
在
、
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
実
施
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

伴
う
国
か
ら
の
復
興
交
付
金
が
今

年
度
４
次
に
わ
た
っ
て
交
付
さ
れ
、

大
型
の
補
正
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。補

正
予
算
の
審
議
で
は
、
か
ま

い
し
未
来
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

新
庁
舎
建
設
、
職
員
不
足
等
に
議

論
が
集
中
し
ま
し
た
が
、
予
算
は

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

災
害
危
険
区
域

災
害
危
険
区
域
にに

関
す
る
条

関
す
る
条
例例

市
民
の
住
ま
い
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
て
も
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
と
同

規
模
の
津
波
が
再
来
し
た
場
合
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に
、
災

害
危
険
区
域
指
定
し
、
居
住
の
用

に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
を
制
限

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区

域
で
あ
っ
て
も
、
土
地
利
用
の
観

点
か
ら
建
築
物
の
建
築
を
許
容
す

る
地
区
も
設
定
す
る
こ
と
、
詳
細

な
区
域
の
設
定
は
、
住
民
と
協
議

の
上
、
土
地
利
用
計
画
の
確
定
後
、

市
長
の
告
示
に
よ
り
行
う
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
条
例
は
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

■
「
放
射
能
を
海
に
流
さ
な
い
こ

と
」
と
す
る
法
律
、
放
射
能
海
洋

放
出
規
制
法
（
仮
称
）
の
法
律
制

定
を
求
め
る
請
願

※
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▼
「
空
襲
被
害
者
等
援
護
法
（
仮

称
）の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

に
関
す
る
陳
情

▼
岩
手
県
の
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
現
物
給
付
の
導
入
を
求

め
る
陳
情

▼
「
福
祉
灯
油
」
の
早
期
実
施
を

求
め
る
陳
情

※
こ
れ
ら
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
に
お
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

定例会最終日に行った
議員提出議案の提案理由説明

議
会
の
動
き

請
願
・
陳
情

かまいし市議会だより
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１１月７日から９日の日程で、
岐阜県関市、東京都国分寺市
を視察しました。
関市では、自然災害時や火

災などの緊急事態時の関係者
の移動、資材運搬、現地対策
本部施設、消防団員の福利厚
生施設などとして利用する防
災バスを視察しました。この
バスは、平常時は市民の防災
意識の向上のための研修・視
察等に活用することを目的に、
平成２０年度に１８５０万円で整備
されています。また、関市で
は職員だけの消防団も結成さ
れ、緊急時には備え付けの消
防車両で駆けつける体制で日
常の業務についているとのこ
とです。

関市で防災バスを視察

１１月１４日から１６日の日程で、
新潟県の阿賀野市、加茂市、
三条市を視察しました。
阿賀野市は、水中運動が介

護予防・健康増進に効果的で
あるため、プールを利用して
の運動教室を実施し、市民の
健康寿命の延伸を目的とした
事業を行っていました。

阿賀野市の運動教室を視察

１１月２６日は釜石商工会議所
との意見交換会、２９日には北
上市内で行われた、釜石港コ
ンテナ航路セミナーに参加し
ました。
商工会議所との意見交換会

では、岩手県の第５次公募中
のグループ補助金について、
これまでの申請等の状況、今
後の課題の説明を受けました。
既に認定されたグループは、
復興事業計画進捗状況や補助
金の使途について検査を受け
ることになるので計画に沿っ
た事業の展開に注意を払わな
ければならないとのことです。
議員からは、グループの構

成員がそれぞれの得意分野で
復興を果たしつつ、相乗効果
でグループ内や地域の復興に
結びつける必要がある、など
の発言がありました。

コンテナ航路セミナー

常任委員会活動報常任委員会活動報告告
総総 務務 経経 済済民民 生生

釜石港湾振興協議会主催で
行われたセミナーでは、新た
に釜石港において内航フィー
ダーサービスを始める船社の
プレゼンテーション、岩手県
県土整備部による港湾の復興
に向けた講演を聴きました。

日本一の福祉水準を目指す
加茂市は、市内の循環バスの
運行や温泉施設、介護関係施
設の多くを直営で運営してい
ます。また、ヘルパー派遣手
数料無料化制度など、多くの
福祉施策を展開しています。
ただ、ヘルパーの人員確保に
ついては厳しい状況になって
きているとのことです。
三条市は、市の組織の見直

し（縦割り行政→連携）を行
い、支援を必要とする子供、
若者らが、幼児から自立・就
労に至るまで、個々に応じた
切れ目のない支援体制をつく
るシステムを整備しています。

国分寺市では、公共調達条
例による低価格競争に歯止め
をかける仕組みを視察しまし
た。説明では、基本的には積
算単価は自治体でつくれるは
ずで、公契約条例をやってい
く難しさはあるが、覚悟をし
て取り組んでいるとのことで
す。

委 員 長 赤 崎 光 男
副委員長 木 村 琳 藏
委 員 合 田 良 雄

古 川 愛 明
小 鯖 利 弘
松 坂 喜 史

委 員 長 菅 原 規 夫
副委員長 菊 池 秀 明
委 員 細 田 孝 子

菊 池 孝
佐々木 義 昭
水 野 昭 利
佐々木 透

委 員 長 坂 本 良 子
副委員長 遠 藤 幸 徳
委 員 平 野 弘 之

和 田 松 男
川 崎 勇 一
山 﨑 長 栄
海老原 正 人
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号

▼

月
定
例
会
は
、
新
た
な
企

１２
業
（
物
流
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

も
生
ま
れ
、
ま
た
、
片
岸
・
鵜

住
居
・
嬉
石
松
原
・
平
田
地
区

の
都
市
計
画
決
定
も
報
告
さ
れ
、

着
々
と
復
興
へ
の
足
音
が
感
じ

ら
れ
る
定
例
会
で
し
た
▼
し
か

し
、
予
算
は
十
分
で
も
、
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
な
ど
の
要
因
で
執

行
が
遅
れ
た
り
、
土
地
の
権
利

調
整
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

実
情
は
否
め
ま
せ
ん
。
被
災
さ

れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア
も
常
に

気
遣
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
の
再
建
に
向
け
た
住
民
や

地
権
者
の
方
々
と
は
、
密
な
面

談
会
を
重
ね
、
て
い
ね
い
で
優

し
い
対
応
を
望
み
た
い
と
こ
ろ

で
す
▼
新
し
い
年
、
巳
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。（
合
田

記
）

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき

委
員
長

菊

池

孝

副
委
員
長

合

田

良

雄

委

員

遠

藤

幸

徳

細

田

孝

子

古

川

愛

明

菊

池

秀

明

菅

原

規

夫

新
し
い
年
に
臨
ん

新
し
い
年
に
臨
ん
でで

議
員
は
、
選
挙
区
内
に
住
ん
で
い
る
方
に
対
し
、
答
礼
の
た
め
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

議長 海老原正人

新
年
を
迎
え
、
市
議
会
を
代
表
し

て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
２
回
目
の

お
正
月
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
と
行
政
・
議
会
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し

た
結
果
、
各
地
区
復
興
事
業
計
画
の

承
認
、
復
興
公
営
住
宅
建
設
、
住
宅

再
建
に
関
す
る
意
向
調
査
の
実
施
な

ど
、
一
定
の
成
果
は
あ
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
、
復
興
が
進
ん
で
い
る
と

は
実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
推

察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
昨
年
の

月
定
例
会
に
お
き

12

ま
し
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可

決
し
、
予
算
総
額
は
１
５
４
２
億
円

と
、
通
常
の
予
算
の
約

倍
と
な
っ

10

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
復
興
計
画
が
飛
躍

的
に
進
め
ら
れ
ま
す
よ
う
、
釜
石
市

議
会
も
皆
様
と
と
も
に
汗
を
流
し
、

釜
石
市
の
復
興
に
向
け
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

海 盛 会

日本共産党議員団 公 明 党 ２１世紀の会

古川 愛明佐々木 義昭平野 弘之坂本 良子菊池 孝 山﨑 長栄 細田 孝子 木村 琳藏

赤崎 光男川﨑 勇一菅原 規夫 海老原 正人合田 良雄

後列左から
小鯖 利弘
菊池 秀明
遠藤 幸徳
佐々木 透

前列左から
水野 昭利
松坂 喜史
和田 松男

民
政
ク
ラ
ブ

かまかまいいしし
花巻農業高校から門松をご提供いただきまし花巻農業高校から門松をご提供いただきましたた
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